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海
外
の
日
本
人
に
無
料

オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談

BLUE LIVES
MATTER!

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
１
月
31
日
、
管
轄
区
内
の

在
留
邦
人
に
対
し
て
外
務
省
が

2
月
1
日
か
ら
3
月
31
日
ま
で

実
施
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
無
料
医

療
相
談
・
精
神
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
は
外
務
省
と
提
携

す
る
ド
ク
タ
ー
フ
ェ
ロ
ー
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
健
康
面
で
の
不
安

を
抱
え
て
い
る
全
世
界
の
在
留

邦
人
に
、
日
本
人
専
門
医
に
よ

る
医
療
相
談
・
精
神
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
24
時
間
オ
ン
ラ
イ
ン

で
実
施
す
る
も
の
。

　
相
談
は
無
料
だ
が
事
前
の

予
約
が
必
要
。
申
し
込
み
は

下
記
の
サ
イ
ト
か
らhttp://

doctorfellow
.net/M

O
FA

。

本
事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ

はm
ailto:dr-fellow

-
contact@

m
edifellow

.jp

株

式
会
社 M

edifellow

ま
で
。

治
安
悪
化
の
Ｎ
Ｙ

警
察
官
の
殉
死
続
く

　
海
外
在
住
邦
人
の
在
外
投
票

は
不
便
す
ぎ
る
と
し
て
ネ
ッ
ト

投
票
の
導
入
を
求
め
る
オ
ン

ラ
イ
ン
署
名
運
動
が
行
わ
れ

１
月
31
日
、
集
ま
っ
た
署
名

２
万
６
０
２
７
人
筆
が
林
芳
正

外
務
大
臣
に
手
渡
し
︵
手
交
︶

さ
れ
た
。

　
署
名
運
動
は
昨
年
10
月
の
衆

院
選
が
き
っ
か
け
で
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
で
知
り
合
っ
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
子
田
雅
子
さ

ん
、
イ
タ
リ
ア
在
住
の
田
上

明
日
香
さ
ん
、
ド
イ
ツ
在
住

の
シ
ョ
イ
マ
ン
由
美
子
さ
ん

の
３
人
で
開
始
。
署
名
サ
イ

トC
hange.org

を
使
い
同
年

11
月
４
日
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
署

名
﹁
在
外
ネ
ッ
ト
投
票
の
早

期
先
行
導
入
を
求
め
ま
す
！
﹂

を
開
始
、
３
か
月
あ
ま
り
で

２
万
６
０
０
０
筆
が
集
ま
っ

た
。

　
林
外
務
大
臣
へ
の
手
交
で

は
、
欧
米
に
い
る
発
起
人
３
人

と
ネ
ッ
ト
で
繋
ぎ
、
署
名
が

入
っ
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
を

C
hange.org Japan

の
ス
タ

ッ
フ
が
代
理
で
手
渡
し
た
。
会

合
に
は
小
林
史
明
デ
ジ
タ
ル
副

大
臣
も
参
加
し
た
。
シ
ョ
イ
マ

ン
さ
ん
は
、
海
外
有
権
者
お
よ

そ
１
０
０
万
人
の
う
ち
選
挙
人

証
を
持
っ
て
い
る
人
は
約
10
万

人
で
、
投
票
は
昨
年
10
月
の
衆

院
選
で
２
万
人
ほ
ど
と
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
り
２
％
ほ

ど
で
し
か
な
い
。
在
外
公
館
が

遠
い
人
が
投
票
を
断
念
す
る
ケ

ー
ス
や
郵
便
投
票
の
問
題
点
な

ど
を
指
摘
し
た
。﹁
小
さ
な
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
で
す
が
、
そ
の

中
に
は
早
く
ネ
ッ
ト
投
票
を
実

現
し
た
い
と
い
う
声
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
﹂
と
語
っ

た
。
請
願
書
で
は
２
０
２
２
年

夏
の
参
院
選
で
在
外
邦
人
を
対

象
に
ネ
ッ
ト
投
票
の
実
証
実
験

を
し
、
２
０
２
５
年
の
参
院
選

に
は
在
外
ネ
ッ
ト
投
票
の
確
実

な
全
体
運
用
を
求
め
て
い
る
。

　
林
大
臣
は
﹁
在
外
選
挙
は
平

成
10
年
に
創
設
さ
れ
て
こ
れ
ま

で
15
回
行
わ
れ
て
き
た
。
時
代

が
変
化
し
て
お
り
見
直
し
が
必

要
。
所
管
は
総
務
省
だ
が
皆
様

の
ご
要
望
を
踏
ま
え
て
改
善
し

て
い
き
た
い
。
デ
ジ
タ
ル
庁
で

い
ろ
ん
な
観
点
で
検
討
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
２
万
人
投
票
の

現
状
を
一
桁
増
や
し
た
い
﹂
と

応
え
た
。︵
関
連
記
事
５
面
に
︶

海
外
有
権
者
の
声
届
く

林
外
務
大
臣
署
名
受
け
と
り
﹁
改
善
し
た
い
﹂

在外ネット投票

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
五
番
街
が

ブ
ル
ー
の
警
察
官
の
制
服
で
埋

ま
っ
た
。
１
月
22
日
、
ハ
ー
レ

ム
で
家
庭
内
暴
力
の
通
報
を
受

け
て
駆
け
つ
け
撃
た
れ
て
死
亡

し
た
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
リ
ベ
ラ
巡

査
︵
22
︶
の
葬
儀
が
28
日
セ
ン

ト
パ
ト
リ
ッ
ク
寺
院
で
厳
か
に

行
わ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

で
は
銃
が
使
わ
れ
た
痛
ま
し
い

犯
罪
が
立
て
続
け
に
起
き
て
い

る
。
警
察
官
に
対
し
て
も
、
今

年
に
入
り
６
人
の
警
察
官
が
死

傷
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、

マ
フ
ィ
ア
が
隆
盛
を
誇
っ
た

１
９
７
０
年
代
の
﹁
フ
ィ
ア
ー

シ
テ
ィ
︵
恐
怖
の
街
︶﹂
の
よ

う
な
無
法
と
絶
望
の
状
態
に
戻

り
つ
つ
あ
る
の
で
は
と
懸
念
す

る
声
す
ら
出
始
め
て
い
る
。
Ｎ

Ｙ
市
警
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
の

同
時
期
に
比
べ
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
市
内
で
の
発
砲
事
件
が

16
％
増
加
し
て
い
る
。

葬儀で五番街に整列する警察官（１月 28 日昼、写真・三浦良一）
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ビ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ
は
、

３
月
６
日
日
曜
日
、
米
国
東
部
時

間
の
13
時
か
ら
16
時
ま
で
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、﹁
Ｆ

Ｘ 

１
デ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催

す
る
。

　
当
日
は
、
副
業
で
お
金
を
増
や

し
た
い
人
、
Ｆ
Ｘ
の
仕
方
を
学
び

た
い
人
、
分
析
力
を
身
に
付
け
た

い
人
、
を
対
象
に
、
日
本
で
Ｆ
Ｘ

に
つ
い
て
の
資
産
運
用
成
功
法
に

つ
い
て
数
々
の
後
援
実
績
を
持

つ
富
盛
祥
充
氏
を
講
師
に
迎
え
、

﹁
1
日
30
分
の
ス
キ
マ
時
間
で
年

利
30
％
以
上
を
生
涯
稼
げ
る
手

法
・
考
え
方
の
紹
介
﹂﹁
稼
ぐ
の

に
予
想
・
分
析
は
必
要
な
し
﹂﹁
面

倒
く
さ
い
銘
柄
選
び
や
業
績
分
析

は
一
切
不
要
﹂﹁
Ｆ
Ｘ
で
勝
つ
た

め
に
は
﹃
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
﹄

の
み
や
れ
ば
よ
い
﹂﹁
勝
率
が
高

く
カ
ン
タ
ン
な
﹃
3
ス
テ
ッ
プ
日

足
・
４
Ｈ
足
ト
レ
ン
ド
フ
ォ
ロ
ー
﹄

と
は
？
﹂﹁
脳
科
学
を
用
い
た
﹃
習

慣
﹄
で
楽
に
稼
ぐ
考
え
方
﹂﹁
学

ん
だ
こ
と
を
﹃
長
期
記
憶
﹄
に
す

る
学
び
方
﹂﹁
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を

最
速
に
さ
せ
る
、
セ
ル
フ
イ
メ
ー

ジ
の
作
り
方
﹂﹁
イ
メ
ー
ジ
を
現

実
化
す
る
目
標
設
定
の
言
語
化
・

数
値
化
﹂﹁
言
葉
の
使
い
方
を
変

え
、
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
﹂

﹁
誰
も
が
学
べ
ば
成
果
の
出
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
秘
密
﹂
と
い
っ
た

テ
ー
マ
で
Ｆ
Ｘ
を
分
か
り
や
す
く

解
説
す
る
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
今
年
が

３
期
目
と
な
り
、
過
去
の
受
講
者

は
ほ
ぼ
全
員
が
Ｆ
Ｘ
初
心
者
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
均
し
て

年
利
20
％
〜
30
％
の
実
績
を
達
成

し
て
い
る
。

　
参
加
費
は
、
10
ド
ル
。
申
込
者

に
は
事
前
に
学
習
動
画
を
進
呈
す

る
。

FXの仕組みがよくわかる !! 
副業でしっかりお金を増やす‼

FX １Day セミナー開催
主催

講　師

富盛祥充 氏
プロフィール
　（株）オフィス・
ルベール代表取締
役。1970年北海道
札幌市生まれ。北海道大学文学部卒業。
　オリンパス株式会社「ライフサイエ
ンス」事業部にて、アジア・中近東・
米国・中南米・欧州での脳科学・バイ
オ研究室等への先端光学機器の導入・
販売支援に15年携わり、同事業部の
売上・利益拡大に貢献。
　FXで月20万～30万を安定的に稼
げるようになった2012年に独立。だ
が、独立後、逆に稼げなくなり、1日
に50万～100万を損失する日が続く。
その際、稼げなくなったのは、技術で
はなく、「自分に100％原因がある」こ
とに気づき、全ての技術書を捨て、シ
ンプルな技術のブラッシュアップに加
え「自分のメンタルをどのようにコン
トロールするか？」に注力。その結果、
月額40万～70万ほどの稼ぎになり、
また安定しだしたことに加え、 売買の
時間が「最大でも１日30分」になる。
 2014年に、「堅実な資産運用としての
FX」を世の中に広めるべく、FXスクー
ル「EDGEコミュニケーション」を開校。
　2016年に、 前職での脳科学・バイ
オ研究室での営業経験に、FXを組み合
わせた「1日30分で年利30％以上を
生涯安定的に稼ぐ「ライフシフトFX」
を考案し、現在に至る。
　事業内容：人生100年時代のスキマ
時間で年利30%のライフシフト fx を
教えるスクール「EDGEコミュニケー
ション」運営

申込み、問合せ：　Viilagewell LLC（村井）villagewellusa@gmail.com
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ホタテ貝柱とマスクリーンサラダ、ハニーマスタードビネグレット

　
厳
冬
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
牡

蠣
、
ク
ラ
ム
、
帆
立
類
が
と
て

も
美
味
し
い
時
で
す
。
家
族
揃

っ
て
の
週
末
に
ピ
ッ
タ
リ
の
ブ

ラ
ン
ラ
ン
チ
！

　
作
り
方
①
帆
立
を
ペ
ー
パ
ー

タ
オ
ル
で
ド
ラ
イ
に
し
て
お

く
。

②
テ
フ
ロ
ン
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
入
れ
強
火
で
両
面
を

焼
色
を
付
け
火
を
止
め
レ
モ
ン

汁
を
ふ
り
か
け
た
ら
一
度
取
り

出
し
同
じ
フ
ラ
イ
パ
ン
で
シ
メ

ジ
茸
を
軽
く
炒
め
る
。

③
大
皿
に
サ
ラ
ダ
菜
を
盛
り
シ

メ
ジ
茸
を
中
央
に
、
ク
ル
ミ
3

個
、
帆
立
３
個
を
飾
り
、
上
か

ら
Ａ
＝
ハ
ニ
ー
マ
ス
タ
ー
ド
、

ビ
ネ
グ
レ
ッ
ト
を
注
ぎ
デ
ィ
ー

ル
を
散
ら
す
。

材料２人分
大きい帆立 .................. ６個
シメジ茸 .................... 10 ｇ
マスクリーンサラダ菜 .......20 ｇ

（クルミナッツ ...........６個）
オリーブオイル .......... 大２
生デイール .................. 少々
レモン汁 ..................... 少々

Ａ
ディジョンマスタード .........大３
ワインビネーガー ....... 大３
ハニー ......................... 大２

で味付けて混ぜ合わす。

　
２
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

は
、
注
目
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ

マ
が
２
作
登
場
す
る
。
綾
瀬
は

る
か
主
演
の
人
気
ド
ラ
マ
シ
リ

ー
ズ﹁
義
母
と
娘
の
ブ
ル
ー
ス
﹂

2 月のテレビジャパン

大人気ドラマなど続々

の
１
年
後
を
描
い
た
﹁
義
母
と

娘
の
ブ
ル
ー
ス
２
０
２
２
年
謹

賀
新
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
﹂
と
、
松

本
潤
主
演
、
型
破
り
な
弁
護
士

の
活
躍
を
描
く
リ
ー
ガ
ル
・
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
﹁
99
・

９ 

刑
事
専
門
弁
護
士
ス
ペ
シ

ャ
ル
２
０
２
１
〜
新
た
な
出
会

い
篇
〜
﹂
を
放
送
。
ま
た
、
星

里
も
ち
る
の
漫
画
を
森
崎
ウ
ィ

ン
主
演
で
実
写
化
し
た
﹁
本
気

の
し
る
し
﹂、
井
浦
新
主
演
の

紀
行
ド
ラ
マ
﹁
歩
く
ひ
と
﹂、

安
藤
サ
ク
ラ
主
演
の
旅
ド
ラ

マ
﹁
旅
屋
お
か
え
り
﹂
が
ス
タ

ー
ト
す
る
ほ
か
、
山
本
周
五
郎

の
短
編
小
説
を
30
分
ド
ラ
マ
化

し
た
﹁
だ
れ
か
に
話
し
た
く
な

る
山
本
周
五
郎
日
替
わ
り
ド
ラ

マ
﹂
を
放
送
す
る
。
映
画
は
、

百
田
尚
樹
の
恋
愛
小
説
を
神
木

隆
之
介
主
演
﹁
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ

の
瞳
﹂
と
、
東
野
圭
吾
の
人
気

小
説
﹁
新
参
者
﹂
シ
リ
ー
ズ
の

完
結
作
で
阿
部
寛
主
演
﹁
祈
り

の
幕
が
下
り
る
時
﹂。
そ
の
他

の
﹁
新
参
者
﹂
は
、シ
リ
ー
ズ
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
、
映
画

をd

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ジ
ャ
パ
ン

︵https://dlibjapan
.n

et

︶

で
一
挙
配
信
中
。

だれかに話したくなる山本周五郎日替わりドラマ　© NHK

美
味
し
い
も
の
見
つ
け
た
記

高
級
料
理
店
の
食
材
自
宅
で

　
1
年
前
に
ク
チ
コ
ミ
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
始
ま
っ
た
ト

モ
エ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
生
肉

販
売
は
、
最
初
は
20
人
の
ご
く

内
輪
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
高

級
料
理
店
に
卸
し
て
い
る
食
材

が
そ
の
ま
ま
手
に
入
る
こ
と
か

ら
現
在
利
用
客
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
だ
け
で
５
０
０
世
帯
に
膨
ら

み
、
ほ
ぼ
全
て
が
日
本
人
家
庭

で
の
根
強
い
フ
ァ
ン
に
支
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
冬
か
ら
、
グ

ロ
ー
サ
リ
ー
Ｎ
Ｙ
が
ト
モ
エ
フ

ー
ド
サ
ー
ビ
ス
か
ら
提
供
を
受

け
た
生
肉
商
品
を
一
手
に
引
き

受
け
一
般
市
販
し
て
い
る
。
配

布
は
月
に
２
回
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
20

か
所
以
上
あ
る
﹁
ご
き
ん
じ
ょ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
﹂
ス
タ
イ
ル
を

と
っ
て
い
る
。

　
早
速
購
入
し
て
い
た
だ
い
て

み
た
の
は
ま
ず
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

︵
26
ド
ル
︶
＝
写
真
右
＝
。
冷

凍
に
な
っ
て
い
る
の
で
常
温
で

溶
か
し
、
包
丁
で
数
枚
ご
と
に

切
り
分
け
て
保
存
。
１
本
で
５

ミ
リ
程
度
の
厚
さ
の
焼
豚
が
40

近
く
ス
ラ
イ
ス
で
き
た
の
で
ラ

ッ
プ
に
包
ん
で
冷
凍
保
管
。
購

入
し
た
も
の
は
脂
身
が
ほ
ど
よ

く
入
っ
て
い
て
ラ
ー
メ
ン
が
お

店
の
味
に
な
る
ほ
ど
美
味
か
っ

た
。
続
い
て
Ｕ
Ｓ
和
牛
の
切
り

落
と
し
︵
３
ポ
ン
ド
32
ド
ル
︶

が
、使
い
道
あ
り
の
お
買
い
得
。

す
き
焼
き
＝
写
真
中
央
＝
に
し

て
食
べ
た
と
こ
ろ
ほ
ぼ
一
流
店

に
負
け
な
い
味
に
。
そ
し
て
モ

ツ
︵
１
ポ
ン
ド
11
ド
ル
︶
は
、

ニ
ラ
と
キ
ャ
ベ
ツ
を
鍋
に
入
れ

て
生
姜
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
た
モ

ツ
鍋
に
＝
写
真
左
＝
。
寒
い
冬

に
心
ま
で
あ
っ
た
ま
る
北
国
の

味
で
大
感
動
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
フ
ァ
ン
だ

と
い
う
主
婦
の
声
を
聞
く
と

﹁
ひ
き
肉
︵
チ
キ
ン
、
２
ポ
ン

ド
・
12
ド
ル
︶
が
ア
メ
リ
カ
で

は
な
か
な
か
み
な
い
太
さ
な
の

で
、
と
り
つ
く
ね
だ
っ
た
り
、

大
き
な
歯
応
え
十
分
の
肉
団
子

が
で
き
て
美
味
し
か
っ
た
﹂。

ま
た
、
チ
ュ
ー
ブ
入
り
の
明
太

子
︵

10
・
６
オ
ン
ス
、

14 

ド
ル
︶
も
﹁
明
太
ス

パ
ゲ
テ
ィ
、
お
に
ぎ
り
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
と
な
ん
に
で
も
使

え
る
の
は
ホ
ー
ル
セ
ー

ル
な
ら
で
は
。
料
理
の

メ
ニ
ュ
ー
の
幅
が
広
が

っ
た
﹂
と
大
評
判
。
一

度
オ
ン
ラ
イ
ン
で
購
入

す
る
と
登
録
さ
れ
て
、

毎
月
の
中
旬
と
下
旬
の

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
合
わ

せ
た
配
布
食
品
カ
タ
ロ

グ
が
メ
ー
ル
で
送
ら
れ

て
く
る
。
す
ぐ
注
文
し

な
い
と
売
り
切
れ
が
続

出
す
る
の
が
目
下
フ
ァ

ン
の
悩
み
で
、
翌
月
に

再
度
期
待
を
か
け
る
こ

と
に
な
る
。　
　
　︵
三
︶　

詳細は https://thegrocerynewyork.com 

mailto:villagewellusa@gmail.com
https://dlibjapan.net
https://thegrocerynewyork.com
https://shopnyseikatsu.com/
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２月 NY 日系人会の行事
COVID-19 のブースターやワクチン接種まだの方は下記から
情報を得てください。
https://covid19vaccine.health.ny.gov/
https://covid19.nj.gov/pages/vaccine

定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am 太極拳クラスお休み
火曜日 1pm-4pm 書道クラス @JAA
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス 2/9 & 23
金曜日 1:15pm-3pm JAA コーラス @ZOOM

■ 2 月 10 日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料電
話法律相談」笠野玲子弁護士が移民法以外の諸問題の相談に
お答えいたしますので、ご予約下さい。各３０分

■ 2 月 14 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」　
田原ミチさん、津田やすこさん、佐々木ノリさんと小林はる
かさんが行います。各３０分。お早めにご予約下さい。

　＊参加者はマスク二枚重ねでお願いします。
■ 2 月 17 日（木）10am-12pm 「移民法の無料電話相談室」三

木克己弁護士がご相談にのります。各１５分。要予約
■ 2 月 21 日（月）President Day のためＪＡＡはお休み
■ 2 月 24 日（木）12pm 〜 2pm「ひなまつり敬老会」JAA ホー

ルで、飾られたお雛様の前で、敬老会を行います。K. IWAKI 
Band と懐かしい歌を楽しみましょう！　お弁当代＄５。今
年も加藤静子さんが、お雛様を飾ります。敬老会参加、デリ
バリー、ピックアップのご予約ください。1 月 2 月のお誕生
日の皆さん、お集まください。

○締切り 2 月 15 日：2022 年度 JAA 本庄奨学生募集中：今秋
から大学院に進学又は在籍する学生 ( 医学、音楽、アート以外 )
を対象に募集をしています。今後の日米関係に貢献する若者
の育成を目的にしています。日本人、日系人会会員以外の方
も応募できます。下記をご覧下さい。www.jaany.org/w/

 The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ロ
イ
ド
さ
ん

死
亡
事
件
か
ら
１
年
半
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
武
漢
で
の

最
初
の
発
症
か
ら
２
年
が
過
ぎ

た
。
こ
れ
ら
の
事
件
を
背
景
に

始
ま
っ
た
抗
議
活
動
の
ブ
ラ
ッ

ク
・
ラ
イ
ブ
ス
・
マ
タ
ー
︵
Ｂ

Ｌ
Ｍ
︶
や
、
ス
ト
ッ
プ
・
ア
ジ

ア
ン
・
ヘ
イ
ト
の
影
響
か
ら
、

世
の
中
に
お
け
る
差
別
や
偏
見

に
対
し
て
の
注
目
度
は
以
前
よ

り
も
増
し
て
い
る
。
人
種
・
宗

教
・
性
別
な
ど
の
違
い
に
よ
る

偏
見
・
差
別
を
含
ま
な
い
中
立

的
な
表
現
や
用
語
を
用
い
る
こ

と
を
指
す
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ

レ
ク
ト
ネ
ス
︵
英: political 

correctness

、
略
称:

Ｐ
Ｃ
、

ポ
リ
コ
レ
︶
を
意
識
せ
ざ
る
を

得
な
く
、
例
え
ば
、
私
た
ち
日

本
人
が
割
と
普
通
に
話
し
て
い

る
身
長
や
体
型
、
肌
の
色
な
ど

に
関
し
て
の
言
及
も
、
人
の
外

見
を
馬
鹿
に
し
た
り
批
判
す
る

と
い
う
﹁
ボ
デ
ィ
・
シ
ェ
イ
ミ

ン
グ
﹂
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ

る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

違
い
や
傾
向
、
す
な
わ
ち
多
様

性
︵
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
︶
を
理

解
し
て
受
け
入
れ
合
い
、
日
常

生
活
上
の
言
動
に
お
い
て
も

日
々
気
を
配
る
必
要
が
あ
る
の

だ
が
、
企
業
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か

り
に
広
告
を
通
じ
て
、
多
様
性

へ
の
理
解
を
示
す
よ
う
な
ア
ピ

ー
ル
を
し
て
い
る
。

　
一
昔
前
は
白
人
モ
デ
ル
起
用

が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
ア
バ
ク
ロ

ン
ビ
ー
＆
フ
ィ
ッ
チ
、
バ
ナ

ナ
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
や
ブ
ル
ッ

ク
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
な
ど
の
広

告
を
見
て
い
て
も
、
最
近
は
、

黒
人
、
ア
ジ
ア
人
、
プ
ラ
ス
サ

イ
ズ
︵
平
均
よ
り
大
き
い
身
長

や
体
重
︶
の
モ
デ
ル
起
用
の
オ

ン
パ
レ
ー
ド
だ
。
セ
ク
シ
ー
な

下
着
に
身
を
包
ん
だ
細
身
の
モ

デ
ル
た
ち
に
よ
る
派
手
な
シ
ョ

ー
を
行
っ
て
い
た
女
性
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
ズ
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
も
、

時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
て
、

プ
ラ
ス
サ
イ
ズ
モ
デ
ル
を
起
用

す
る
な
ど
、
広
告
業
界
は
多
様

性
に
対
し
て
柔
軟
な
姿
勢
を
見

せ
る
こ
と
に
躍
起
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
街
中
の
広
告

を
見
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は

ど
う
感
じ
る
の
か
、
聞
い
て
み

た
。

　
企
業
は
心
の
底
か
ら
問
題
解

決
に
取
り
組
も
う
な
ん
て
思
っ

て
は
い
な
い
と
思
う
。
お
金
に

な
る
か
ら
や
っ
て
い
る
だ
け

だ
。︵
50
代
・
リ
タ
イ
ヤ
・
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
ア
メ
リ
カ
人
︶

　
自
身
の
会
社
で
も
多
様
性
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
制
作
し
て
い

る
。
正
直
強
制
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
と
き
も
あ
っ
た

が
、
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
時
代
だ
し
、
そ
れ
が

当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ
て
い

く
と
思
う
。︵
40
代
・
会
社
員
・

白
人
系
ア
メ
リ
カ
人
︶

　
多
様
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
、
そ
の
よ
う
な

広
告
が
増
え
て
き
た
こ
と
は
全

体
的
に
考
え
れ
ば
い
い
こ
と
だ

と
思
う
。
広
告
の
モ
デ
ル
に
自

分
を
投
影
し
て
自
信
が
も
て
る

よ
う
に
な
る
か
ら
。
で
も
、
本

来
は
投
影
し
な
く
と
も
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
で
自
信
が
も
て

る
の
が
ベ
ス
ト
な
は
ず
。﹁
誰

で
も
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
れ
る
し
、

み
ん
な
が
主
役
だ
﹂
と
い
う
の

は
良
い
こ
と
だ
が
、
企
業
が
こ

ぞ
っ
て
や
っ
て
い
る
の
は
安
易

に
み
え
る
。
今
後
は
、
白
人
主

催
の
ビ
ッ
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
が
リ

ー
ド
す
る
の
で
は
な
く
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
自
身
ら
が
作
品
を
創

り
出
し
て
い
く
側
に
な
り
始
め

た
ら
い
い
と
思
う
。︵
20
代
・

俳
優
・
日
系
ア
メ
リ
カ
人
︶

　
　
　
　
　
　︵
佐
久
間
千
明
︶

黒
人
と
ア
ジ
ア
系
目
立
つ

極
端
な
多
様
性
Ｃ
Ｍ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
街
角
の
声

https://covid19vaccine.health.ny.gov/
https://covid19.nj.gov/pages/vaccine
http://www.jaany.org/w/
tei:212-840-6942
mailto:info@jaany.org
http://ariyoshiny.com
tel:9175773969
tel:2019438003
https://thegrocerynewyork.com/


2022 年（令和 4 年）2 月 5 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(4)

 「週刊NY生活」

No. 852

2022年2月5日発行

 ニューヨーク生活プレス社
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

71 W. 47th St., Suite 1205
New York, N.Y. 10036

Tel: 212-213-6069
www.nyseikatsu.com

◇

Publisher Ryoichi Miura
President Shigeru Hisamatsu
Vice President Jun Nishimura

　
北
海
道
ゆ
か
り
の
会
︵
竹
田

勝
男
代
表
幹
事
︶
は
２
月
22
日

︵
火
︶
午
後
６
時
30
分
か
ら
新

年
会
を
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
︵
東

52
丁
目
１
５
５
番
地
︶
で
開
催

す
る
。参
加
費
は
会
員
と
学
生
、

シ
ニ
ア
が
60
ド
ル
。
ゲ
ス
ト
65

ド
ル
。
当
日
は
鴨
鍋
。
同
会
は

２
０
０
１
年
の
米
国
同
時
多
発

テ
ロ
で
北
海
道
出
身
者
が
犠
牲

に
な
り
追
悼
の
趣
旨
で
再
発

足
。
東
日
本
大
震
災
で
は
被
災

地
と
ほ
く
ほ
く
会
を
作
り
親
睦

を
深
め
て
い
る
。
申
し
込
み
は

Ｅ
メ
ー
ル shion.hoshino@

gm
ail.com

、
星
野
さ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
日
本
の
新
た
な
水
際
対
策

措
置
が
日
本
政
府
か
ら
発
表
さ

れ
た
。
日
本
入
国
の
際
の
水
際

措
置
の
変
更
は
次
の
通
り
。

●
入
国
後
の
自
宅
等
待
機
期
間

等
の
変
更︵
10
日
か
ら
７
日
へ
︶

　
全
て
の
国
・
地
域
か
ら
の
帰

国
者
・
入
国
者
に
求
め
て
い
る

入
国
後
の
自
宅
等
待
機
、
健
康

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
公
共
交
通

機
関
不
使
用
の
期
間
は
、
こ
れ

ま
で
の
10
日
間
か
ら
７
日
間
に

変
更
さ
れ
た
。
こ
の
措
置
は
１

月
29
日
午
前
０
時︵
日
本
時
間
︶

以
降
適
用
さ
れ
、
す
で
に
日
本

入
国
済
み
で
待
機
中
の
人
に
も

同
時
刻
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

●
検
疫
所
長
の
指
定
す
る
宿
泊

施
設
で
の
待
機
期
間
︵
変
更
な

し
︶
海
外
か
ら
日
本
へ
入
国
す

る
場
合
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、

検
疫
所
長
の
指
定
す
る
場
所
で

の
待
機
期
間
に
は
変
更
は
な

い
。
　

　
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、

ハ
ワ
イ
州
、
イ
リ
ノ
イ
州
、
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
テ
キ
サ
ス

州
、
フ
ロ
リ
ダ
州
か
ら
日
本
に

帰
国
・
入
国
す
る
人
は
、
検
疫

所
長
の
指
定
す
る
場
所
︵
検
疫

所
が
確
保
す
る
宿
泊
施
設
に
限

る
︶
で
６
日
間
の
待
機
、
そ
の

ほ
か
の
米
国
全
土
は
３
日
間
の

待
機
と
、
入
国
後
３
日
目
・
６

日
目
の
検
査
が
引
き
続
き
求
め

ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
発
表
で

い
ず
れ
の
検
査
に
お
い
て
陰
性

と
判
定
さ
れ
た
人
は
宿
泊
施
設

日
本
の
水
際
対
策

自
宅
待
機
７
日
に

　
令
和
３
年
度
外
務
大
臣
表
彰

受
賞
者
で
あ
る
野
田
美
知
代
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
事
務
局

長
へ
の
表
彰
状
の
伝
達
式
が
１

月
27
日
夕
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
、
山
野
内
勘
二
大
使
公
邸

で
行
わ
れ
た
。
外
務
大
臣
表
彰

は
諸
外
国
と
の
友
好
親
善
関
係

の
増
進
に
多
大
な
貢
献
を
す
る

な
か
で
、
特
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
の
功
績

を
称
え
、
活
動
に
対
す
る
一
層

の
理
解
と
支
持
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　
野
田
氏
は
34
年
に
わ
た
り
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
事
務
局

に
勤
務
し
、歴
代
会
長
を
支
え
、

事
務
局
長
と
し
て
同
会
の
多
様

な
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
尽

力
し
た
。
在
留
邦
人
・
日
系
人

の
声
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
各

種
行
事
や
支
援
活
動
に
反
映
さ

せ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
に
お

け
る
在
留
邦
人
、
日
系
人
の
福

祉
向
上
、
教
育
・
文
化
活
動
の

促
進
に
尽
力
し
、
日
米
友
好
親

善
に
貢
献
し
た
。
と
り
わ
け
、

２
０
０
５
年
の
高
齢
者
問
題
協

議
会
設
置
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
高

齢
者
・
フ
ロ
ン
ト
ワ
ー
カ
ー
へ

の
日
本
食
弁
当
配
達
の
実
施
に

中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。

　
野
田
さ
ん
は
﹁
Ｊ
Ａ
Ａ
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
で
成
り
立

っ
て
い
る
団
体
で
、
34
年
間
働

け
た
の
も
そ
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
﹂
と
開
口
一
番
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
、
Ｊ
Ａ
Ａ
の
２

つ
の
役
割
に
つ
い
て
話
し
た
。

﹁
１
９
８
７
年
に
44
丁
目
の
６

階
で
勤
め
始
め
た
時
に
初
め
て

目
に
し
た
の
が
８
つ
ほ
ど
棚
に

並
ん
だ
箱
だ
っ
た
。
そ
れ
は
身

寄
り
の
な
い
無
縁
仏
で
、
メ
モ

リ
ア
ル
デ
ー
前
の
納
骨
を
待
っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
生

活
に
困
っ
て
訪
ね
て
き
た
人
を

さ
っ
と
食
事
に
連
れ
て
行
っ
た

り
衣
服
を
提
供
し
た
り
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
を
見
て
、
地

味
な
活
動
だ
が
こ
れ
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
寄
り
添
う
こ
と

か
と
思
っ
た
。
も
う
一
つ
は

１
０
０
年
も
続
く
団
体
な
の
で

野
田
さ
ん
に
外
務
大
臣
表
彰

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
事
務
局
長

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
米
国

に
お
け
る
日
系
人
の
強
制
収
容

所
送
致
を
指
示
し
た
大
統
領
令

９
０
６
６
を
、
違
憲
判
決
に
導

い
た
日
系
人
人
権
活
動
家
フ
レ

ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
氏
の
偉
業
を

讃
え
、
彼
の
誕
生
日
で
あ
る
１

月
30
日
を
﹁
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ

マ
ツ
・
デ
ー
﹂
と
し
、
歴
史
を

学
び
移
民
の
自
由
と
人
権
尊
重

を
考
え
る
日
に
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
、
２
０
１
０
年
の
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
は
じ
め

に
、
日
系
人
人
権
活
動
家
の
地

道
な
議
会
へ
の
働
き
か
け
に

よ
り 

全
米
に
少
し
ず
つ
広
が

っ
て
い
る
が
、
東
海
岸
で
は

２
０
１
７
年
の
Ｎ
Ｙ
市
に
続

き
、
２
０
２
０
年
に
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
区

が
同
記
念
日
を
正
式
に
認
定
し

た
。

　
３
年
目
と
な
る
今
年
は
、
フ

ォ
ー
ト
リ
ー
図
書
館
が
主
催

し
、
１
月
27
日
夜
、
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
記
念
行
事
を
開
催
し

た
。
同
行
事
は
、
フ
ォ
ー
ト
リ

ー
図
書
館
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ク

リ
ス
・
ユ
ー
ジ
ェ
ロ
ニ
ス
さ
ん

が
進
行
を
務
め
た
。
マ
ー
ク
・

ソ
コ
リ
ッ
チ
区
長
の
ス
ピ
ー
チ

の
あ
と
、
動
画
で
佐
藤
貢
司
Ｎ

Ｙ
日
系
人
会
会
長
と
、
キ
ャ
ロ

ル
古
本
さ
ん
の
代
読
で
吉
岡
ま

こ
Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
会
長
も
そ
れ

ぞ
れ
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。
そ
し

て
、
フ
レ
ッ
ド
氏
の
長
女
で
フ

レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
財
団
の
創

Ｆ
コ
レ
マ
ツ
デ
ー

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
認
定
記
念
行
事
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を
退
所
後
、
入
国
後
７
日
目
ま

で
の
残
り
の
期
間
は
自
宅
な
ど

で
待
機
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
詳
細
は
厚
生
労
働
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
水
際
対
策
強

設
者
で
あ
る
カ
レ
ン
・
コ
レ
マ

ツ
氏
が
、父
と
の
思
い
出
話
や
、

彼
の
遺
志
を
継
い
で
現
在
、
全

米
各
地
の
学
校
や
自
治
体
に
行

っ
て
い
る
教
育
活
動
の
報
告
を

行
っ
た
。

　
そ
し
て
、
Ｎ
Ｙ
市
と
フ
ォ
ー

ト
リ
ー
で
の
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ

マ
ツ
・
デ
ー
認
定
の
功
労
者
で

あ
る
古
本
武
司
氏
が
、
第
二
次

世
界
大
戦
時
の
強
制
収
容
所
の

ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
な
が
ら
当
時

の
日
系
人
の
過
酷
な
生
活
と
、

１
９
８
０
年
代
に
起
き
た
﹁
ジ

ャ
パ
ン
バ
ッ
シ
ン
グ
﹂、
コ
ロ

ナ
禍
で
始
ま
っ
た
﹁
ア
ジ
ア
ン

ヘ
イ
ト
﹂
な
ど
、
日
系
人
が
受

け
て
き
た
迫
害
に
つ
い
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

自
身
が
強
制
収
容
所
で
生
ま

れ
、
戦
後
は
広
島
で
幼
少
期
を

過
ご
し
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
後

は
米
軍
兵
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
に
従
軍
と
、
常
に
﹁
人
権
と

平
和
﹂
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
環
境
に
置
か
れ
て
き
た
古

本
氏
の
体
験
談
や
、
だ
か
ら
こ

そ
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
・
デ

ー
認
定
に
向
け
奔
走
す
る
理
由

に
は
説
得
力
が
あ
っ
た
。
ソ
コ

リ
ッ
チ
区
長
も
、﹁
タ
ク
︵
古

本
さ
ん
︶
か
ら
、
日
系
人
が
受

け
て
き
た
不
当
な
扱
い
や
、
フ

レ
ッ
ド
氏
の
偉
業
を
何
度
も
聞

か
さ
れ
て
、
大
勢
の
移
民
が
暮

ら
す
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
を
預
か
っ

て
い
る
自
分
が
、
こ
の
運
動
に

賛
同
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
は

な
か
っ
た
﹂
と
語
っ
て
い
た
。

　
質
疑
応
答
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

古
本
氏
に
と
っ
て
第
二
の
故
郷

で
あ
る
広
島
の
学
校
で
行
わ
れ

て
い
る
﹁
平
和
授
業
﹂
を
例
に

挙
げ
、﹁
自
分
と
違
う
容
姿
の

人
や
考
え
方
も
受
け
入
れ
、
相

手
を
認
め
て
い
け
ば
、
ア
メ
リ

カ
も
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
﹂

と
話
し
て
い
た
。
イ
ベ
ン
ト
の

最
後
に
は
、
古
本
氏
と
キ
ャ
ロ

ル
夫
人
の
結
婚
記
念
日
が
奇
し

く
も
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
・

デ
ー
と
同
じ
１
月
30
日
で
、
今

年
が
金
婚
式
と
な
る
こ
と
が
明

か
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
祝
福
を

受
け
て
い
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
古
本
氏

は
本
紙
の
取
材
に
対
し
、﹁
次

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
だ
け
で
な
く
Ｎ
Ｊ
州

全
体
で
の
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ

多
く
の
資
料
が
残
っ
て
お
り
、

１
９
２
７
年
に
編
纂
さ
れ
た

﹃
日
本
人
発
展
史
﹄
を
読
ん
で

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
を
創
設
し
た
高

見
豊
彦
医
師
の
当
時
の
苦
労
を

知
り
、
大
切
な
歴
史
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
っ
た
﹂と
い
う
。

　
34
年
の
間
に
は
、
初
の
女
性

会
長
の
ス
ー
ザ
ン
大
沼
さ
ん
の

誕
生
で
ソ
フ
ト
タ
ッ
チ
の
女
性

ら
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
力

強
く
推
進
し
た
こ
と
、
Ｊ
Ａ
Ａ

理
事
の
ス
キ
・
ポ
ー
ツ
さ
ん
の

活
躍
で
ア
ジ
ア
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
一
員
と
し
て
の
日
系
社

会
の
存
在
を
高
め
た
こ
と
、
森

脇
元
会
長
に
頼
ん
で
始
ま
っ
た

相
談
室
の
開
設
や
高
齢
者
へ
の

無
料
ヘ
ア
カ
ッ
ト
な
ど
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
の
協
力
が

あ
っ
た
こ
と
を
振
り
返
っ
た
。

　
ま
た
、
式
典
後
に
は
、
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
、
帰
国
が
決
ま
っ
た

山
野
内
大
使
に
対
し
て
Ｎ
Ｙ
日

系
人
会
か
ら
感
謝
の
盾
が
贈
ら

れ
、
佐
藤
貢
司
会
長
か
ら
手
渡

さ
れ
た
＝
写
真
下
＝
。

　
最
後
は
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
で
Ｊ
Ａ
Ａ
事
務
局
ス
タ
ッ

フ
で
も
あ
る
三
上
ク
ニ
さ
ん
が

Ｎ
Ｙ
の
地
名
に
ち
な
ん
だ
ジ
ャ

ズ
の
メ
ド
レ
ー
を
ピ
ア
ノ
で
弾

い
て
会
場
の
招
待
客
た
ち
を
楽

し
ま
せ
た
。

ツ
・
デ
ー
の
認
定
を
目
指
し
て

お
り
、
こ
れ
は
も
う
あ
と
一
歩

の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
。
ま

た
、
い
く
つ
も
の
高
校
や
大
学

で
、
次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち

相
手
に
歴
史
の
生
き
証
人
と
し

て
講
演
も
予
定
し
て
い
る
﹂
と

語
っ
た
。
　︵
本
紙
・
久
松
茂
︶

　
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
３
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ア
ダ
ム
ズ
市

長
と
会
談
し
、
こ
の
と
こ
ろ
市

内
で
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る

銃
乱
射
事
件
の
銃
暴
力
抑
制
策

に
つ
い
て
協
議
。Ｎ
Ｙ
市
警︵
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
２
０
２
１
年
の
同
時
期
に

比
べ
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
市

内
で
の
発
砲
事
件
が
16
％
増
加

し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
元
警

部
で
、
街
を
よ
り
安
全
に
す
る

と
い
う
公
約
で
市
長
に
当
選
し

た
ア
ダ
ム
ズ
氏
は
、
バ
イ
デ
ン

大
統
領
の
支
援
は
銃
暴
力
取
り

締
ま
り
に
は
不
可
欠
だ
と
述
べ

て
い
る
。

大
統
領
Ｎ
Ｙ
で
市
長
と
会
談

銃
乱
射
事
件
抑
制
策
を
協
議

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　
公
立
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技

活
動
を
促
進
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
ス
ク
ー
ル
ズ
・
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
・
リ
ー
グ
︵
Ｐ
Ｓ
Ａ
Ｌ
︶

の
Ｎ
Ｙ
支
部
は
こ
の
ほ
ど
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

の
規
定
を
更
新
し
、
同
市
内
の

学
生
ア
ス
リ
ー
ト
が
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
や
レ
ス
リ
ン
グ
な

ど
の
シ
ー
ズ
ン
最
終
の
Ｎ
Ｙ
州

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
同
市
Ｐ
Ｓ
Ａ
Ｌ
は
す
べ
て
の

学
生
選
手
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

シ
ー
ズ
ン
最
後
の
州
大
会

Ｎ
Ｙ
市
学
生
に
参
加
許
可

北
海
道
ゆ
か
り
の
会

新
年
会
22
日
に
開
催

山野内大使（右）から外務大臣表彰の表彰状を受け取る野田さん

化
に
係
る
新
た
な
措
置
︵
26
︶﹂

h
ttp

s://w
w

w
.m

h
lw

.
g

o
.j

p
/

c
o

n
t

e
n

t
/

000889633.pdf

を
参
照
。

要
請
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
市

内
の
チ
ー
ム
に
は
、
他
の
チ
ー

ム
と
の
対
戦
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
条
件
と
す
る
大
会
へ
の
出
場

し
か
認
め
て
お
ら
ず
、
シ
ー
ズ

ン
終
了
後
の
州
大
会
は
含
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
。
州
規
模
の
大

会
参
加
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
ま
た

は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
陰
性
結
果
証

明
の
提
出
を
義
務
付
け
る
方
針

を
発
表
し
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍

で
断
念
し
て
き
た
Ｎ
Ｙ
市
の
学

生
チ
ー
ム
の
州
大
会
出
場
が
可

能
に
な
っ
た
。

カレン・コレマツさん

ソコリッチ区長

古
本
夫
妻

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.mhlw.go.jp/content/000889633.pdf
mailto:shion.hoshino@gmail.com
http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
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林
大
臣
か
ら
は
﹁
在
外
選
挙

は
平
成
10
年
に
創
設
さ
れ
て
こ

れ
ま
で
15
回
行
わ
れ
て
き
た
。

時
代
が
変
化
し
て
お
り
見
直
し

が
必
要
。
所
管
は
総
務
省
で
す

が
皆
様
の
ご
要
望
を
踏
ま
え
て

改
善
し
て
い
き
た
い
。
デ
ジ
タ

ル
庁
の
小
林
副
大
臣
も
お
ら
れ

ま
す
が
、
ネ
ッ
ト
投
票
の
実
証

実
験
も
行
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
二
重
投
票
、

投
票
の
秘
密
保
持
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
な
ど
、
い
ろ
ん
な

観
点
で
検
討
し
て
も
ら
っ
て
い

る
﹂
と
応
え
た
。

　
大
臣
は
在
外
投
票
の
大
変
さ

を
聞
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

田
上
さ
ん
は
昨
年
の
衆
院
選
で

郵
便
投
票
を
し
よ
う
と
し
た
が

コ
ロ
ナ
禍
で
郵
便
事
情
が
悪
く

間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
わ
か

り
、
在
外
公
館
投
票
に
し
た
が

往
復
８
時
間
、
一
泊
し
て
費
用

２
万
６
千
円
か
か
っ
た
こ
と
を

紹
介
、﹁
こ
の
ア
ナ
ロ
グ
な
制

度
で
は
経
済
的
に
も
体
力
的
に

も
物
理
的
に
も
こ
の
先
も
続
け

て
い
く
の
は
大
変
厳
し
い
、
ネ

ッ
ト
投
票
を
強
く
切
望
し
ま

す
﹂
と
話
し
た
。
子
田
さ
ん
は

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
総
領
事

館
ま
で
出
か
け
る
の
が
大
変
で

投
票
を
躊
躇
す
る
声
が
あ
り
、

自
宅
で
で
き
る
ネ
ッ
ト
投
票
を

ぜ
ひ
実
現
さ
せ
て
欲
し
い
﹂
と

語
っ
た
。

　
林
大
臣
か
ら
の
﹁
遠
く
て
大

変
だ
と
い
う
こ
と
以
外
で
は
な

に
か
あ
り
ま
す
か
﹂
と
の
質
問

に
田
上
さ
ん
は
、
投
票
の
期
間

が
と
て
も
短
い
と
い
う
問
題
を

あ
げ
た
。
平
日
の
１
日
し
か
投

票
が
で
き
な
か
っ
た
在
外
公

館
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
飛
行
機

が
飛
ば
な
い
の
で
票
を
日
本
に

持
っ
て
い
け
な
い
た
め
在
外
公

館
投
票
自
体
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
在
外
公
館
が
15
カ
所
あ
っ
た

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
在
外

公
館
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
郵
便
投

票
を
推
奨
し
ま
す
と
言
わ
れ
て

９
月
か
ら
準
備
し
た
が
、
む
し

ろ
コ
ロ
ナ
禍
で
郵
便
事
情
が
悪

く
間
に
合
わ
な
い
た
め
在
外
公

館
投
票
し
た
経
験
を
語
っ
た
。

　
シ
ョ
イ
マ
ン
さ
ん
は
、
エ
ク

ス
プ
レ
ス
で
送
っ
て
も
郵
便
投

票
が
間
に
合
わ
な
い
事
例
も
あ

っ
た
こ
と
を
紹
介
、﹁
お
金
を

か
け
た
の
に
投
票
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
無
念
が
あ
り
ま
す
﹂

と
語
っ
た
。
小
林
デ
ジ
タ
ル
副

大
臣
か
ら
は
、
２
０
２
４
年
の

法
改
正
で
海
外
邦
人
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
が
可
能
に

な
る
可
能
性
が
高
く
、
個
人
認

証
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
ネ
ッ
ト
投
票
の
環
境
が
整

う
こ
と
が
語
ら
れ
た
。

　
林
大
臣
は
﹁
こ
れ
だ
け
大
変

な
な
か
投
票
し
て
く
だ
さ
っ
た

２
万
人
に
は
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。
残
る
課
題
は
投

票
の
秘
密
保
持
な
ど
が
あ
る

よ
う
だ
。
制
度
を
作
る
の
は

総
務
省
、
デ
ジ
タ
ル
庁
だ
が
、

１
０
０
万
人
の
う
ち
２
万
人
投

票
と
い
う
現
状
を
一
桁
変
わ
る

よ
う
に
し
っ
か
り
後
押
し
し
た

い
﹂
な
ど
と
応
じ
た
。

　
林
芳
正
外
務
大
臣
へ
の
署
名

手
交
後
、
発
起
人
３
人
に
よ
る

記
者
会
見
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
署
名
運
動
を
始
め
た
き

っ
か
け
に
つ
い
て
田
上
さ
ん

は
、
林
大
臣
と
の
会
合
の
際
に

も
話
し
た
が
、
昨
年
の
10
月
の

衆
院
選
で
在
外
公
館
投
票
で
、

往
復
８
時
間
、
一
泊
し
て
費
用

２
万
６
千
円
か
か
っ
た
こ
と
を

あ
げ
、
﹁
ネ
ッ
ト
投
票
を
強
く

切
望
し
ま
す
﹂
と
語
っ
た
。
シ

ョ
イ
マ
ン
さ
ん
も
在
外
投
票
に

往
復
10
時
間
か
か
り
、
そ
の
ハ

ー
ド
ル
の
高
さ
を
痛
感
し
た
こ

と
が
き
か
っ
け
と
語
っ
た
。
ま

た
、
ネ
ッ
ト
投
票
は
総
務
省
が

国
内
で
実
証
実
験
す
る
と
こ
ろ

ま
で
来
て
い
る
が
、
本
当
に
実

現
さ
せ
る
た
め
に
は
﹁
当
事
者

が
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
大
事

で
、
社
会
を
変
え
て
い
く
の
は

市
民
﹂
と
語
っ
た
。

　
子
田
さ
ん
は
こ
の
署
名
運
動

は
﹁
海
外
有
権
者
１
０
０
万
人

が
憲
法
第
15
条
で
保
障
さ
れ
た

選
挙
権
を
行
使
で
き
る
世
界
﹂

を
目
指
す
も
の
で
、
在
外
選
挙

は
超
党
派
的
課
題
で
あ
り
与
野

党
双
方
と
の
会
話
を
進
め
て
い

き
た
い
と
語
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
内
に
住
む
子
田
さ
ん

は
﹁
私
自
身
は
総
領
事
館
ま
で

電
車
で
数
分
の
と
こ
ろ
に
住
ん

で
お
り
在
外
投
票
で
苦
労
し
た

こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
周
り

に
は
い
っ
ぱ
い
苦
労
さ
れ
て
い

る
人
が
い
ま
す
。
衆
院
選
で
在

外
投
票
に
関
す
る
総
領
事
館
か

ら
の
メ
ー
ル
に
﹃
皆
様
の
大
切

な
一
票
で
す
。
必
ず
投
票
に
行

き
ま
し
ょ
う
﹄
と
い
う
一
節
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
文
章

が
と
て
も
残
酷
だ
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い

よ
う
な
人
が
い
な
く
な
る
ネ
ッ

ト
投
票
に
期
待
し
て
い
ま
す
﹂

と
語
っ
た
。

　
記
者
会
見
で
は
在
外
投
票
自

体
だ
け
で
な
く
在
外
選
挙
人
証

に
も
取
得
の
煩
雑
さ
な
ど
課
題

が
あ
る
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
今
回
林
外
務
大
臣
へ
署
名

を
提
出
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は

﹁
デ
ジ
タ
ル
副
大
臣
と
面
談
す

る
機
会
が
あ
り
、
副
大
臣
か
ら

外
務
大
臣
の
方
に
話
を
し
て
も

ら
っ
た
。
外
務
大
臣
に
在
外
邦

人
の
声
を
い
っ
た
ん
受
け
止
め

て
も
ら
い
外
務
大
臣
か
ら
総
務

大
臣
に
プ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ

く
形
に
な
っ
た
﹂
と
田
上
さ
ん

は
語
っ
た
。
署
名
は
外
務
大
臣

と
共
に
総
務
大
臣
、
デ
ジ
タ
ル

庁
大
臣
宛
て
と
な
っ
て
お
り
、

未
定
だ
が
そ
ち
ら
へ
の
提
出
も

考
え
て
い
る
と
い
う
。
署
名
は

現
在
も
受
け
付
け
て
い
る
。

発
起
人
３
人
が
オ
ン
ラ
イ
ン
記
者
会
見

﹁
当
事
者
が
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
大
事
﹂

　
30
年
近
く
前
に
私
た
ち
が

や
っ
た
在
外
投
票
制
度
の
実

現
を
目
指
す
署
名
運
動
で
は

1
万
1
０
０
０
人
筆
の
署
名
を

集
め
る
の
に
1
年
半
か
か
り
ま

し
た
。
今
回
の
在
外
ネ
ッ
ト
投

票
の
署
名
運
動
で
は
た
っ
た
3

か
月
で
2
万
6
０
０
０
人
を
超

え
る
署
名
が
集
ま
っ
た
と
。
時

代
の
変
化
を
感
じ
ま
す
。

　
今
回
の
署
名
提
出
は
在
外
ネ

ッ
ト
投
票
実
現
へ
の
第
一
歩
だ

と
思
い
ま
す
。
勝
負
は
こ
こ
か

ら
で
す
。
同
制
度
の
実
現
、
つ

ま
り
法
制
化
の
た
め
に
は
今
回

の
署
名
運
動
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
日
本
人
有
権
者
の
具
体
的

な
行
動
が
必
要
で
す
。
在
外
ネ

ッ
ト
投
票
実
現
に
賛
同
さ
れ
る

方
に
は
ぜ
ひ
、
ご
自
身
の
選
挙

区
の
衆
議
院
議
員
及
び
参
議
院

議
員
に
直
接
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー

ル
、
電
話
な
ど
で
同
制
度
の
実

現
を
訴
え
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。(

海
外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
Ｎ
Ｙ
共
同
代
表
・
竹
永
浩

之
さ
ん
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
在
外
ネ
ッ
ト
投
票
署
名
の
林

芳
正
外
務
大
臣
へ
の
提
出
は
歴

史
的
快
挙
で
す
。
在
外
邦
人
か

ら
投
票
の
権
利
を
奪
っ
て
き
た

選
挙
制
度
を
変
え
る
こ
と
は
日

本
の
民
主
主
義
の
前
進
で
す
。

私
も
在
外
投
票
推
進
議
連
の
会

長
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
が
、

法
律
の
壁
の
厚
さ
と
、
海
外
か

ら
日
本
を
変
え
る
難
し
さ
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
人
の

女
性
の
決
起
に
よ
り
、
3
か
月

で
局
面
を
変
え
て
く
れ
ま
し

た
。
3
人
の
共
通
点
は
、
外
か

ら
だ
か
ら
見
え
る
日
本
の
問
題

で
あ
り
、
時
間
と
コ
ス
ト
を
か

け
な
け
れ
ば
民
主
主
義
が
守
れ

な
い
と
い
う
体
験
で
す
。
コ
ロ

ナ
﹁
禍
﹂
は
遠
く
の
人
々
の
問

題
を
共
有
し
、
繋
が
る
ネ
ッ
ト

と
い
う
手
段
を
提
供
し
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
﹁
福
﹂
を
活
か

し
て
、
日
本
をchange 

す

る
闘
い
を
進
め
ま
し
ょ
う
！
皆

さ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︵
元
在
外
投
票
推
進
議
連
会
長
・
　

藤
田
幸
久
さ
ん
︶

田上さん ショイマンさん 子田さん

海外在留邦人２万 6027 人の署名が入った USB メモリースティックを受けとる林外務大臣（右端）
（写真提供・change.org Japan）

署
名
を
林
外
相
に
提
出

ネット投票早期実現を
公
館
投
票
、
郵
便
投
票
の
限
界
訴
え

時
代
の
流
れ
に
あ
と
一
歩
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年
が
明
け
て
個
人
確
定
申
告

の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

米
国
で
の
確
定
申
告
は
今
回
初

め
て
行
う
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
例
年
申
告
さ
れ
て
い
た
方

も
年
に
１
度
の
こ
と
で
す
の
で

何
年
た
っ
て
も
慣
れ
な
い
も
の

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

で
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
る
納
税
者
が
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
も
そ
も
確
定
申

告
に
な
じ
み
が
な
い
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

年
の
確
定
申
告
は
４
月
18
日

︵
月
︶
が
期
日
と
な
り
ま
す
。

あ
と
２
か
月
ほ
ど
あ
り
ま
す

が
、
先
送
り
を
し
て
後
で
あ
わ

て
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
早

め
に
対
応
し
て
申
告
を
行
い
た

い
も
の
で
す
。
こ
の
コ
ラ
ム
で

は
、
こ
の
よ
う
な
慣
れ
な
い
複

雑
な
米
国
の
確
定
申
告
を
分
か

り
や
す
く
、
日
本
人
の
読
者
の

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
10
回
シ
リ
ー
ズ
で
米
国
の

個
人
所
得
税
務
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
第
１
回
目
は
、
そ
も

そ
も
あ
な
た
は
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
？
と
い
う

疑
問
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

１
　
確
定
申
告
が
必
要
な
人

　
米
国
で
は
確
定
申
告
が
必
要

と
さ
れ
る
ハ
ー
ド
ル
が
日
本
よ

り
も
低
い
の
で
、
日
本
で
確

定
申
告
を
行
っ
た
こ
と
の
な

い
人
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は

対
象
者
に
入
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
米
国
連
邦
所
得
税
法
上
、

２
０
２
１
年
の
所
得
が
概
算
控

除
額
を
超
え
た
場
合
は
確
定
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
21
年

末
に
65
歳
未
満
の
場
合
、
概

算
額
控
除
は
独
身
で
あ
れ
ば

１
万
２
５
５
０
ド
ル
、
既
婚
者

で
夫
婦
一
緒
に
申
告
を
す
る
場

合
︵
夫
婦
合
算
申
告
者
︶
は
倍

の
２
万
５
１
０
０
ド
ル
と
な
り

ま
す
。
従
っ
て
、
所
得
が
こ
れ

ら
の
控
除
額
以
上
の
方
は
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
夫
婦
別
々
に
申
告
す
る
場

合
︵
夫
婦
個
別
申
告
者
︶
で
は

概
算
額
控
除
は
１
万
２
５
５
０

ド
ル
と
な
り
ま
す
が
、
５
ド
ル

以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
米
国
で
は
連
邦
税
の
ほ

か
に
も
、
各
州
、
各
市
町
村
が

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
所
得
税
制
度

を
も
っ
て
い
ま
す
。
連
邦
税
で

確
定
申
告
が
必
要
で
な
い
場
合

で
も
、
州
、
市
町
村
に
対
し
て

確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
点
に
注
意
し
て

下
さ
い
。

　
給
与
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
て
そ
の
他
の
所
得
は
な

い
の
で
確
定
申
告
を
す
る
必
要

は
な
い
、
と
考
え
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

雇

用
主
はForm

 W
-4

と
呼
ば

れ
る
従
業
員
か
ら
の
源
泉
徴
収

の
指
示
に
し
た
が
っ
て
源
泉
徴

収
を
行
い
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴

収
の
指
示
と
確
定
申
告
で
の
申

告
身
分
が
異
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
米
国
で
は
給
与
の

源
泉
徴
収
に
使
用
さ
れ
る
税
率

と
確
定
申
告
で
の
税
率
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
確
定
申

 

Ｎ
Ｙ
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ス
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﹁
譲
謙
︵
ゆ
ず
け
ん
︶
さ
ん
、

以
前
に
金
融
資
産
の
表
示
方
法

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
っ
た
ん

じ
ゃ
が
、
友
達
が
金
融
資
産
は

時
価
で
評
価
し
て
損
益
計
上
し

て
も
い
い
ん
だ
よ
と
言
っ
て
お

っ
た
の
で
、
本
当
か
ど
う
か
教

え
て
く
れ
ん
か
？
﹂
会
社
経
営

者
の
鬣
︵
た
て
が
み
︶
は
会
計

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢
謙
吉

︵
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち
、
通
称
、

譲
謙
︶に
お
も
む
ろ
に
聞
い
た
。
　

　
﹁
そ
れ
は
公
正
価
値
オ
プ
シ

ョ
ン
と
い
う
も
の
で
す
﹂
﹁
混

線
を
し
て
い
る
オ
プ
シ
ョ
ン
、

と
は
何
だ
？
﹂
﹁
こ
う
せ
い
か

ち
オ
プ
シ
ョ
ン
で
す
。
先
日
お

話
し
た
金
融
資
産
、
金
融
負
債

公
正
価
値
オ
プ
シ
ョ
ン

に
適
用
で
き
ま
す
。
し
か
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
負
債
の
個
別

の
項
目
ご
と
に
別
々
に
適
用
で

き
ま
す
﹂
﹁
な
ん
か
ピ
ン
と
こ

な
い
ん
じ
ゃ
が
。
何
か
利
点
で

も
あ
る
の
か
？
﹂
﹁
投
資
資
産

で
時
価
が
容
易
に
わ
か
る
よ
う

な
上
場
会
社
の
株
式
の
よ
う
な

も
の
の
場
合
に
は
便
利
で
す
。

し
か
し
、
上
場
会
社
の
株
式
は

持
分
割
合
が
非
常
に
低
い
は
ず

な
の
で
、
も
と
も
と
時
価
評
価

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
上
場
会
社
以
外
の
投

資
資
産
で
、
配
当
な
ど
よ
り
も

将
来
高
値
で
売
り
抜
け
る
こ
と

を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
も
の

は
、
こ
の
基
準
は
ぴ
っ
た
り
合

う
こ
と
に
な
り
ま
す
﹂﹁
そ
う

か
、
わ
し
も
実
は
風
力
発
電
の

会
社
に
投
資
し
て
い
る
ん
じ

ゃ
。
な
ん
と
言
っ
て
も
、
こ
れ

か
ら
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
時
代
じ
ゃ
か
ら
な
﹂﹁
そ
の

よ
う
な
投
資
は
、
持
分
法
か
時

価
評
価
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
公
正
価
値
オ
プ
シ
ョ
ン
選

択
も
可
能
で
す
﹂﹁
な
ん
か
よ

く
わ
か
ら
ん
が
、
何
が
違
う
ん

じ
ゃ
？ 

﹂﹁
公
正
価
値
オ
プ
シ

ョ
ン
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
の

が
よ
い
点
で
す
。
投
資
先
が
時

価
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
な
ら
時

価
の
変
動
を
損
益
に
計
上
す
る

だ
け
で
す
。
持
分
法
の
場
合
に

は
投
資
先
の
損
益
の
う
ち
、
自

分
の
持
分
を
計
算
し
て
か
ら
計

上
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
投
資
先
が
時

価
評
価
で
損
益
計
上
し
て
い
る

場
合
に
は
、
投
資
初
期
の
取
得

付
随
費
用
を
取
得
原
価
と
し
て

載
せ
て
い
な
い
限
り
公
正
価
値

オ
プ
シ
ョ
ン
と
同
じ
結
果
に
な

り
ま
す
。
持
分
法
に
な
ら
な
い

よ
う
な
割
合
の
投
資
は
時
価
評

価
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
は
公
正
価
値
オ
プ
シ

ョ
ン
と
同
じ
結
果
に
な
り
ま

す
﹂﹁
と
い
う
こ
と
は
、
持
分

法
を
採
用
し
て
い
る
場
合
で
、

そ
の
投
資
先
が
時
価
で
評
価
し

て
い
な
い
と
き
に
公
正
価
値
オ

プ
シ
ョ
ン
は
利
用
価
値
が
あ
る

と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
﹂﹁
そ
の

通
り
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
場
合
に
は
投
資
先
の
時
価

を
計
算
す
る
こ
と
が
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
結
局
、
特
定
の
投

資
先
や
金
融
資
産
、
金
融
負
債

を
ど
う
し
て
も
時
価
で
換
算
し

評
価
し
て
把
握
し
て
お
き
た
い

と
い
う
場
合
に
の
み
適
用
す
る

意
味
が
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
長
期
貸
付
金

や
長
期
借
入
金
を
売
り
買
い
し

て
い
る
場
合
な
ど
で
す
﹂﹁
そ

れ
じ
ゃ
、
わ
し
に
と
っ
て
は
公

正
価
値
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ん
て
の

は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
も
の
じ

ゃ
な
。
今
回
は
公
正
価
値
オ
プ

シ
ョ
ン
は
や
め
よ
う
﹂﹁
そ
う

な
ん
で
す
。現
在
の
会
計
で
は
、

結
果
的
に
ほ
と
ん
ど
の
金
融
資

産
が
時
価
評
価
さ
れ
て
い
る
の

で
、
取
得
費
用
の
取
り
扱
い
さ

え
気
に
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
基

準
を
採
用
す
る
意
味
は
な
く
、

特
定
の
業
種
以
外
あ
ま
り
存
在

意
義
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂。

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所

(www.saikos.com, info@
saikos.com)

：

齊
藤
幸
喜

告
は
必
要
な
い
と
考
え
る
の
は

間
違
い
で
す
。
後
に
な
っ
て
税

務
当
局
か
ら
の
追
徴
通
知
を
受

け
た
り
、
ま
た
、
税
金
を
払
い

す
ぎ
て
い
た
の
に
還
付
金
が
未

請
求
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
よ
う

に
ご
自
身
の
確
定
申
告
の
要
否

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
確
定
申
告
は
必
要
な
い

が
、
申
告
を
し
た
方
が
良
い
人

　
所
得
が
概
算
額
控
除
よ
り
も

低
く
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
な
い
人
で
も
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
給
付
金
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

︵
１
︶
米
国
に
は
労
務
に
対
す

る
対
価
と
し
て
の
報
酬
を
得

て
い
る
人
に
対
し
て
還
付
金

の
形
式
を
と
っ
て
給
付
を
す

る
制
度
︵
役
務
所
得
税
額
控

除
﹁E

arned Incom
e T

ax 
C

redit

﹂︶
が
あ
り
ま
す
。
所

得
額
や
扶
養
子
女
の
数
に
応
じ

て
給
付
額
は
変
動
し
ま
す
が
、

扶
養
し
て
い
る
子
女
が
い
な
い

場
合
最
高
で
１
５
０
２
ド
ル
、

一
人
の
場
合
３
６
１
８
ド
ル
、

二
人
の
場
合
５
９
８
０
ド
ル
、

三
人
以
上
の
場
合
６
７
２
８
ド

ル
ま
で
還
付
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
但
し
、
こ
の
税
額
控
除
を

受
け
る
に
は
収
入
の
上
限
が
あ

り
ま
す
。
既
婚
者
で
あ
れ
ば
夫

婦
合
算
申
告
者
し
か
認
め
ら
れ

ず
、
利
子
や
配
当
と
い
っ
た
投

資
所
得
が
１
万
ド
ル
未
満
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
条
件
で
す
。
ま

た
、
非
居
住
者
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
番
号
が

な
い
納
税
者
や
子
女
は
対
象
外

で
す
。

︵
２
︶
子
女
税
額
控
除
︵C

hild 
T

ax C
redit

︶- 

21
年
確
定
申

告
に
限
り
控
除
額
が
増
額
の

上
、
対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
ら

れ
、
５
歳
以
下
の
扶
養
子
女

が
い
る
場
合
、
子
供
一
人
に

つ
き
最
高
３
６
０
０
ド
ル
の

税
控
除
が
、
６
歳
以
上
18
歳

未
満
の
扶
養
子
女
が
い
る
場

合
、
子
供
一
人
に
つ
き
最
高

３
０
０
０
ド
ル
の
税
控
除
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
増
額
分
は
調
整

所
得
が
15
万
ド
ル
︵
夫
婦
合
算

申
告
︶、
７
万
５
０
０
０
ド
ル

︵
独
身
︶
か
ら
減
額
が
開
始
さ

れ
ま
す
が
、
従
来
か
ら
の
控
除

額
２
０
０
０
ド
ル
は
調
整
総
所

得
が
40
万
ド
ル
︵
夫
婦
合
算
申

告
︶
、
20
万
ド
ル
︵
独
身
︶
か

ら
減
額
が
開
始
さ
れ
ま
す
の

で
、
申
請
で
き
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
但
し
、
こ
の
控
除

に
は
子
女
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
番
号
を
保
有
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、21
年
確
定
申
告
に
限
り
、

還
付
給
付
と
し
て
受
け
取
る
に

は
納
税
者
が
半
年
以
上
米
国
に

居
住
し
て
い
る
条
件
が
加
わ
り

ま
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
番
号
を
保
有
し
て
い
な

い
扶
養
家
族
に
つ
い
て
は
、
そ

の
他
扶
養
家
族
税
額
控
除
と
し

て
５
０
０
ド
ル
の
税
控
除
を
申

請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︵
３
︶
ア
メ
リ
カ
教
育
費
支

援

税

額

控

除
︵A

m
erican 

O
pportunity C

redit

︶-

大

学
な
ど
の
学
費
や
登
録
費
用
に

つ
い
て
最
高
２
５
０
０
ド
ル
ま

で
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
も
し
所
得
税
額
が
当
該
税

額
控
除
額
よ
り
少
な
い
場
合
に

は
、
40
％
ま
で
の
控
除
額
に
つ

い
て
還
付
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
税
額
控
除

に
は
所
得
制
限
が
あ
る
の
で
、

も
し
親
の
申
告
書
で
所
得
制
限

に
か
か
っ
て
扶
養
控
除
を
と
る

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
場
合
で
、
学

生
の
お
子
さ
ん
に
ア
ル
バ
イ
ト

か
ら
の
収
入
が
多
少
で
も
あ
れ

ば
、
お
子
さ
ん
が
ご
自
身
で
申

告
を
す
る
こ
と
で
こ
の
税
額
控

除
を
活
用
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹁
Ｊ
Ｅ
Ｔ
と
キ
ャ
リ
ア
﹂
講
演
会

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
米
同

窓
会
と
自
治
体
国
際
化
協
会
は

22
日
︵
火
︶
午
後
５
時
︵
米
国

東
部
時
間
︶﹁
Ｊ
Ｅ
Ｔ
で
培
っ

た
異
文
化
を
橋
渡
し
す
る
能
力

と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
キ
ャ
リ
ア
と

は
﹂
を
開
催
す
る
。
問
い
合
わ

せ
はcontact@

usjetaa.org

　

申
し
込
み
登
録
はhttps://

usjetaa.w
ildapricot.org/

event-4654031

http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
mailto:contact@usjetaa.org%E3%80%80
mailto:contact@usjetaa.org%E3%80%80
mailto:contact@usjetaa.org%E3%80%80
mailto:contact@usjetaa.org%E3%80%80
https://usjetaa.wildapricot.org/event-4654031
https://www.takenakapartners.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://kkobo.com/
http://www.seido.com
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評
価
制
度
を
止
め
た
企
業
は
ど
う
な
っ
た
か
？
︵
２
︶

クイック USA

77
■
年
に
1
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
は
ど
ん
な
会
議
だ
っ
た
の

か
？

 

一
方
、
年
に
1
回
の
レ
ビ
ュ

ー
と
は
ど
ん
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

だ
っ
た
だ
ろ
う
か
？
あ
る
企

業
で
は
年
に
1
回
の
レ
ビ
ュ
ー

は
、
自
分
の
仕
事
が
標
準
に
達

し
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
従

業
員
に
と
っ
て
は
驚
き
で
あ

り
、
不
快
な
も
の
で
あ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。

　
年
次
レ
ビ
ュ
ー
は
、
本
質
的

に
、
従
業
員
に
と
っ
て
一
方
的

で
神
経
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
そ
う
だ
。
多
く
の

場
合
﹁
こ
こ
で
、
過
去
12
か
月

間
の
あ
な
た
と
あ
な
た
の
業
績

に
関
す
る
す
べ
て
を
確
認
し
ま

す
。
1
時
間
あ
り
ま
す
﹂
と
い

う
会
話
が
年
に
1
回
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
評
価
制
度
を
運
営
し

て
い
る
あ
な
た
も
身
に
覚
え
が

な
い
だ
ろ
う
か
？

 

■
Ｏ
Ｋ
Ｒ
と
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン

　
こ
こ
ま
で
話
を
お
聞
き
に
な

っ
て
、
﹁
あ
、
こ
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
3
年
前
く
ら
い
か
ら
頻
繁

に
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
Ｏ

Ｋ
Ｒ
と
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
似
て
い
る

な
﹂
と
思
っ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
だ
ろ
う
。

　

Ｏ

Ｋ

Ｒ

は

も

と

も

と

１
９
８
０
年
代
に
イ
ン
テ
ル
で

実
践
さ
れ
て
か
ら
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
を
中
心
に
広
が
っ
て
き
た

Ｍ
Ｂ
Ｏ
︵M

anagem
ent by 

O
bjective=

目
標
設
定
制
度
︶

に
代
わ
る
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。

　
Ｏ
Ｋ
Ｒ
と
は O

bjective +
 

K
ey R

esult

の
省
略
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
下
記
の

よ
う
な
点
だ
。

・O
bjective

とK
ey

 R
e-

sult
︵
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
定
め
て
ゴ
ー

ル
を
噛
み
砕
い
た
マ
イ
ル
ス
ト

ー
ン
を
設
定
す
る
︶

・
２
週
間
に
１
度
等
頻
度
の
高

い
コ
ー
チ
ン
グ
に
よ
り
Ｃ
Ｆ
Ｒ

︵C
onversation, Feedback

and R
ecognition) 

を
続
け

な
が
ら
目
標
達
成
に
導
く
。

■
Ｍ
Ｂ
Ｏ
と
Ｏ
Ｋ
Ｒ
の
違
い

　
そ
れ
で
は
Ｍ
Ｂ
Ｏ
と
Ｏ
Ｋ
Ｒ

は
ど
こ
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
？

　
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
ス
ム
ー

ジ
ー
店
﹁R

obeks

﹂
で
人
種

差
別
的
な
脅
迫
行
為
を
し
た
と

し
て
男
が
警
察
に
逮
捕
さ
れ

た
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
イ
ア
ナ

ッ
ゾ
被
告
︵
48
︶
は
１
月
22
日
、

ピ
ー
ナ
ツ
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

息
子
の
た
め
に
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ

ー
な
し
の
ド
リ
ン
ク
を
注
文
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
ド
リ
ン
ク

を
飲
ん
だ
息
子
が
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
を
起
こ
し
て
病
院
に
搬
送

さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
ス
ム

ー
ジ
ー
店
に
戻
り
、
ア
レ
ル
ギ

ー
反
応
の
原
因
と
な
っ
た
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
バ
タ
ー
入
り
の
ス
ム
ー

ジ
ー
を
作
っ
た
店
員
を
出
す
よ

う
大
声
を
出
し
、
従
業
員
に
詰

め
寄
っ
た
。
そ
の
際
に
女
性
従

業
員
に
飲
み
物
を
投
げ
つ
け
た

り
、﹁
移
民
の
ル
ー
ザ
ー
﹂
な

ど
と
人
種
差
別
的
な
暴
言
を
発

し
、
店
員
と
言
い
争
う
様
子
が

撮
影
さ
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
上
で
拡
散
し
た
。

　
大
手
金
融
会
社
メ
リ
ル
リ
ン

チ
に
勤
め
る
ア
イ
ア
ナ
ッ
ゾ
被

告
は
、
偏
見
に
基
づ
く
脅
迫
お

よ
び
治
安
妨
害
、
不
法
侵
入
罪

で
起
訴
さ
れ
た
。
メ
リ
ル
リ
ン

チ
は
23
日
、﹁
私
た
ち
の
企
業

は
こ
の
よ
う
な
行
為
は
容
認
で

き
な
い
﹂
と
声
明
を
発
表
し
、

被
告
を
解
雇
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
代
理
人
弁
護
士
は

﹁
同
容
疑
者
は
人
種
差
別
主
義

者
で
は
な
く
、
今
回
の
出
来
事

を
心
か
ら
後
悔
し
て
い
る
﹂
と

説
明
し
て
い
る
。

メ
リ
ル
リ
ン
チ

暴
言
逮
捕
顧
問
を
解
雇

　
上
記
は
簡
単
な
比
較
表
だ
。

特
に
大
き
な
違
い
は
結
果
評
価

を
報
酬
に
結
び
つ
け
な
い
と
い

う
点
だ
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
記
事
で
紹

介
し
た
よ
う
な
２
〜
４
週
間
ご

と
の
頻
繁
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
Ｏ
Ｋ
Ｒ
を
ベ
ー
ス
に
Ｃ
Ｆ

Ｒ
︵C

onversation/F
eed-

back/R
ecognition

︶
を
進

め
て
い
く
。

山
口 

憲
和 

Philosophy LLC  

代
表
　

www.919usa.com

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
ビ
ジ
ネ
ス
・
政
策
事

業
部
は
２
月
17
日
︵
木
︶
午
後

７
時
か
ら
、﹁
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
に
お
け
る
貿
易
の
展
望
：

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
と
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
も

た
ら
す
影
響
﹂
と
題
し
た
無
料

の
講
演
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

開
催
す
る
。

　
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
日
米
各

国
代
表
と
し
て
閣
僚
級
通
商
交

渉
を
牽
引
し
た
元
経
済
財
政
・

再
生
相
の
甘
利
明
氏
と
米
国
通

商
代
表
部
︵
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
︶
元
代

表
の
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ロ
マ
ン
氏

を
招
聘
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
に
お
け
る
貿
易
の
展
望
、
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
と
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
重
要

性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

司

会
は
メ
リ
ッ
ト
・
Ｅ
・
ジ
ェ
イ

ノ
ー
氏
︵
元
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

国
際
公
共
政
策
大
学
院
学
長
︶。

講
演
後
は
質
疑
応
答
も
あ
る
。

同
時
通
訳
付
き
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

は
動
画
サ
イ
トY

ouT
ube

の

ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ム
に
て
配
信

さ
れ
る
。

　
参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
登

録
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
japansociety.org

を
参
照
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

貿
易
展
望
を
考
察

ジャパン・ソサエティー

17 日にオンライン講演会

甘利明元経済財政・再生相ら

　
日
本
貿
易
振
興
機
構
︵
ジ
ェ

ト
ロ
︶
は
昨
年
9
月
、
米
国
・

カ
ナ
ダ
の
日
系
企
業
１
８
７
８

社
︵
在
米
日
系
企
業
１
６
９
７

社
︶
を
対
象
に
現
地
で
の
活
動

実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
そ
の
調
査
結
果
を
12

月
に
発
表
し
た
。
米
国
企
業

８
５
１
社
が
回
答
し
た
。
こ
の

調
査
か
ら
は
、
２
０
２
１
年
に

黒
字
を
見
込
ん
だ
米
国
の
日
系

企
業
の
割
合
は
59
・
2
％
と
な

り
、
前
年(

47
・
1
％)

か
ら

12
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
前

の
２
０
１
９
年
の
水
準(

66
・

1
％)

ま
で
は
回
復
し
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
業
種
別

に
見
る
と
、
食
料
品
や
運
輸
業

な
ど
で
8
割
以
上
の
企
業
が

黒
字
を
見
込
み
、
一
方
で
旅

行
・
娯
楽
業
や
自
動
車
な
ど
で

5
割
以
上
の
企
業
が
赤
字
を
見

込
ん
だ
。
今
後
更
な
る
事
業
の

拡
大
を
検
討
し
て
い
る
企
業
数

は
２
０
１
９
年
の
水
準
を
上
回

り
、
拡
大
機
能
と
し
て
は
﹁
販

売
機
能
の
拡
大
﹂
や
﹁
高
付
加

価
値
生
産
﹂
が
上
位
に
挙
が
っ

た
。
事
業
戦
略
の
見
直
し
の
一

つ
と
し
て
販
売
戦
略
の
見
直
し

を
予
定
す
る
企
業
の
半
数
が
、

﹁
販
売
価
格
の
引
き
上
げ
﹂
を

検
討
し
て
い
る
。
脱
炭
素
を
め

ぐ
っ
て
は
、
33
・
5
％
の
企
業

が
﹁
省
エ
ネ
・
省
資
源
化
﹂﹁
環

境
に
配
慮
し
た
新
製
品
の
開

発
﹂
等
の
取
り
組
み
を
実
施
。

ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に

お
け
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
は

約
6
割
の
企
業
が
経
営
課
題
と

し
て
認
識
し
て
お
り
、
半
数
弱

の
企
業
が
人
権
尊
重
に
関
す
る

方
針
を
持
つ
。
バ
イ
デ
ン
政
権

の
政
策
が
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、﹁
わ

か
ら
な
い
﹂﹁
影
響
が
な
い
﹂

が
６
割
を
超
え
、﹁
全
体
と
し

て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
﹂

は
14
・
1
％
、﹁
全
体
と
し
て

プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
る
﹂
が

13
・
6
％
と
な
っ
た
。 

マ
イ

ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
と
回
答
し

た
企
業
は
自
動
車(

36
・
4
％

)

、
ゴ
ム
・
窯
業
・
土
石 (

26
・

7
％)

が
高
く
、
バ
イ
デ
ン
政

権
が
進
め
る
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化

が
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。 

黒
字
見
込
む
日
系
企
業
増
加

コ
ロ
ナ
前
の
水
準
ま
で
回
復
至
ら
ず

ジェトロ
海外進出日系企業調査
在米企業８５１社が回答

　ユナイテッド航空は在米日系旅行会社を
通じてニューアーク発羽田、成田、上海、
北京、香港、ロンドン、パリ、フランクフ
ルト、サンパウロ行きユナイテッド航空片
道または往復航空券購入の日本クラブ会員
を対象に、ユナイテッドクラブ（空港ラウ
ンジ）会員権（1 人につき暦年 1 回限り）
を特典としてサービスする。
　利用方法はニューアーク空港出発 10 日前
までに氏名、会社名、便名、出発日、予約
番号、ユナイテッド航空マイレージ番号を
apac@united.com 宛に申し込む。問い合わ
せはユナイテッド航空アジア・パシフィッ
ク営業部シニアマネージャーの四辻公男さ
ん（kevin.yotsuji@united.com、電話 201-
621-3624,）まで。また日本クラブ会員入
会に関する問い合せは、日本クラブ事務所

（membership@nipponclub.org) まで。

UA が日本クラブ会員に特典
空港ラウンジ会員券

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:apac@united.com
mailto:kevin.yotsuji@united.com%E3%80%81%E9%9B%BB%E8%A9%B1201-621-3624
mailto:kevin.yotsuji@united.com%E3%80%81%E9%9B%BB%E8%A9%B1201-621-3624
mailto:membership@nipponclub.org
https://www.japansociety.org
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://michaeldunnlaw.com
http://www.rostamilaw.com
http://www.swlgpc.com/jp/
tel:2122136069
https://www.hondag.com


NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂

の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
!!
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　
次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　
有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は
　
Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当
　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

【ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第2弾】（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆  7  月：第 1 回 一緒に考える。〜現在のコロナ禍におけるこれからの人生の歩み方〜 （終了）
◆  8  月：第 2 回 アメリカにお住まいの方々が抱えている困り事や心配事〜今から取り組むアクティブ終活〜（終了）
◆  9  月：第 3 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【お金編】〜日本での生活がどれだけお金がかかるのか〜 （終了）
◆ 10 月：第 4 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【健康編】〜人生 100 年時代を生き抜く最先端の健康法〜 （終了）
◆ 11 月：第 5 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【生活編】〜日本帰国後の住まいの選択肢に新たなご提案〜 （終了）
◆ 12 月：第 6 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【人間関係編】〜日本帰国後のあなた×地域×社会参加・貢献〜 （終了）
◆ 2022 年 1 月：第 7 回 日本に一時帰国の際に行うべきこと〜アクティブアダルトライフ あなた×タイミング×地域×人〜 （終了）

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

2022 年（令和 4 年）2 月 5 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(8  )

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ダ
ン
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
リ
ー
・
ハ
リ
ヤ
マ
バ

レ
エ
は
１
月
23
日
、
2
年
ぶ
り

に
舞
台
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

開
催
し
た
。
今
回
は
５
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
生
徒
約
40
人
が
参

加
。
12
月
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
感
染

が
急
拡
大
し
た
と
き
は
リ
ハ
ー

サ
ル
も
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た

が
、
本
番
当
日
の
生
徒
達
の
顔

は
と
て
も
輝
い
て
い
て
、
こ
の

日
が
来
た
こ
と
を
心
か
ら
喜

写
真
撮
影
・
粟
飯
原
寿
江

び
、
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
あ

っ
た
。
観
客
席
の
保
護
者
か
ら

も
２
年
ぶ
り
に
生
徒
達
が
舞
台

で
踊
る
姿
を
見
て
と
て
も
感
動

し
た
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
だ
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
た
。

　
２
０
２
０
年
３
月
の
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
以
来
、
舞
台
で
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
す
る
こ
と
が
出
来

ず
、
リ
モ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
が
長

く
続
い
て
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

難
し
い
状
況
が
続
い
た
が
、
そ

の
間
も
な
ん
と
か
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
保
っ
て
頑
張
っ
て
き
た

生
徒
た
ち
と
の
２
年
ぶ
り
の
舞

台
は
指
導
者
に
と
っ
て
も
生
徒

に
と
っ
て
も
特
別
な
素
晴
ら
し

い
一
日
と
な
っ
た
。
今
後
は
６

月
５
日
の
ス
プ
リ
ン
グ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
開
催
を
目
指
し
、

練
習
を
重
ね
て
い
く
。

ハリヤマバレエ

2 年ぶり舞台発表

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
と
な
る

﹁
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
﹂
の
開

催
が
５
月
14
日
︵
土
︶
に
正
式

決
定
し
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
ウ
エ
ス
ト
の
81
丁
目
か
ら
68

丁
目
ま
で
を
南
下
す
る
ル
ー
ト

で
、
お
神
輿
や
太
鼓
、
ダ
ン
ス
、

武
道
、
コ
ス
プ
レ
な
ど
、
伝
統

に
加
え
て
モ
ダ
ン
な
日
本
の
魅

力
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
。
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー

ド
は
２
０
０
７
年
以
来
、
５
月

に
行
わ
れ
て
来
た
﹁
ジ
ャ
パ
ン

デ
ー
＠
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
﹂

の
特
別
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
は

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
代
わ
り
に
パ
レ

ー
ド
が
実
施
さ
れ
る
。

　
２
０
２
２
年
は
、
１
８
７
２

年
に
岩
倉
具
視
を
特
命
全
権
大

使
と
す
る
使
節
団
が
米
国
を
訪

問
し
て
か
ら
１
５
０
周
年
と
日

米
関
係
に
お
い
て
重
要
な
年
に

あ
た
り
、
使
節
団
訪
問
を
契
機

に
同
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
日
本

領
事
館
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

日
米
関
係
の
深
化
に
繋
が
っ
て

い
る
。
ま
た
、
今
年
は
米
国
か

ら
日
本
に
野
球
が
伝
え
ら
れ
て

以
来
１
５
０
周
年
と
い
う
市
民

レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
祝
す
る
年

で
も
あ
る
。

　
現
在
、
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド

の
参
加
団
体
︵
80
〜
１
０
０
団

体
予
定
︶
を
広
く
募
集
し
て
い

る
。
日
本
の
文
化
、
伝
統
、
芸

術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
学

校
、
県
人
会
、
同
窓
会
、
日
米

友
好
団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
団
体
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
中
︵
参
加
申
し
込

み
締
切
は
３
月
４
日
︶。
さ
ら

に
、ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
恒
例
の﹁
ア

ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
の
募
集
も

開
始
。﹁
日
本
﹂﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
﹂﹁
パ
レ
ー
ド
﹂
の
３
つ
の

テ
ー
マ
を
組
み
合
わ
せ
た
イ
ラ

ス
ト
の
最
優
秀
作
品
は
、
公
式

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ポ
ス
タ
ー
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
な
ど
の
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ

ア
ル
に
起
用
さ
れ
る
︵
応
募
締

切
は
２
月
25
日
︶。

　

問

い

合

わ

せ

は

ジ

ャ

パ

ン

デ

ー

事

務

局

／

パ

レ

ー

ド

担

当
・

電

話

２
１
２
・
３
９
８
・
７
１
４
５
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルparade@

gorgeousentertainm
ent.

com

ま

で
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://
ja

p
a

n
d

a
y

n
y

c
.o

rg
/

parade/

を
参
照
。

　
日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
主
催
、
第

19
回
フ
ァ
ン
ド
レ
ー
ジ
ン
グ
の

た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
﹁
ア
ー
ト
へ
の
誘
い
：
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
見
ど
こ

ろ
﹂
が
、
２
月
17
日
︵
木
︶
午

後
８
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。

　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に

あ
る
名
画
の
数
々
を
紹
介
し
、

そ
の
作
品
の
背
景
や
作
者
の
生

い
立
ち
な
ど
を
説
明
、
美
術
館

の
楽
し
み
方
を
伝
授
す
る
。
講

師
は
フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
で
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
公
式

ガ
イ
ド
と
し
て
日
本
人
向
け
ツ

ア
ー
を
担
当
す
る
吉
川
淳
子

︵
き
っ
か
わ
・
じ
ゅ
ん
こ
︶さ
ん
。

　
参
加
費
は
20
ド
ル
。
問
い

合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jassi.org

ま
で
。
申
し
込
み
は

https://w
w

w
.eventbrite.

c
o

m
/

e
/

1
9

ja
s

s
i-

tickets-254600606267

か

ら
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
の
見
ど
こ
ろ

JASSI
17日セミナー

ジャパンパレード
5月14日開催決定

参加団体を募集中
アートコンテストも開催

楽しい
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 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

　
ど
う
し
て
も
部
屋
に
こ
も
り

が
ち
に
な
る
２
月
。
カ
ウ
チ
で

ひ
ざ
掛
け
に
く
る
ま
っ
て
映
画

やY
ouT

ube

を
延
々
と
見
て

過
ご
す
休
日
も
良
い
が
、
た
ま

に
は
外
に
出
て
丸
ま
っ
た
背
中

を
伸
ば
そ
う
。
今
号
で
は
ウ
ェ

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
近
郊
の
、
寒

い
日
に
お
す
す
め
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
ご
紹
介
。

■
ア
イ
フ
ラ
イ
・
イ
ン
ド
ア
・

ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ

　
ヨ
ン
カ
ー
ス
の
リ
ッ
ジ
ヒ

ル
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の

一
角
に
あ
る
室
内
ス
カ
イ
ダ
イ

ビ
ン
グ
場
。
ウ
ィ
ン
ド
ト
ン
ネ

ル
と
呼
ば
れ
る
透
明
な
円
柱
型

の
中
で
、
下
か
ら
吹
き
上
げ
る

強
力
な
風
に
乗
っ
て
ス
カ
イ
ダ

イ
ビ
ン
グ
を
楽
し
む
。
ウ
ィ
ン

ド
ト
ン
ネ
ル
の
上
部
に
設
置
さ

れ
た
強
力
な
フ
ァ
ン
が
ト
ン
ネ

ル
内
の
空
気
を
吸
い
込
む
↓
吸

い
上
げ
た
空
気
を
ト
ン
ネ
ル
内

部
の
壁
面
に
沿
っ
て
吐
き
出
す

↓
床
面
に
ぶ
つ
か
っ
た
空
気
を

上
部
の
フ
ァ
ン
が
吸
い
上
げ
る

↓
強
力
な
風
圧
が
発
生
す
る
仕

組
み
で
、
飛
行
機
か
ら
飛
び
降

り
る
本
物
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
よ
り

は
ず
っ
と
安
心
で
恐
怖
感
な
く

ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
が
楽
し
め

る
。
1
回
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
時
間

は
約
60
秒
。

　
初
回
の
人
は
必
ず
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
受
け
る
こ

と
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
2
回
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
場
合
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
か
ら
全
て
終
了
す
る
ま
で
の

所
要
時
間
は
約
１
時
間
半
。
襟

な
し
の
ト
ッ
プ
と
パ
ン
ツ
、
ス

ニ
ー
カ
ー
で
行
き
、
レ
ン
タ
ル

の
フ
ラ
イ
ト
ス
ー
ツ
を
着
用
す

る
。
身
長
1
メ
ー
ト
ル
以
上
あ

れ
ば
３
歳
の
幼
児
か
ら
参
加
可

能
。
た
だ
し
心
臓
疾
患
や
首
や

肩
、
背
中
に
怪
我
を
し
て
い
る

人
、
体
重
１
２
０
キ
ロ
以
上
の

人
は
参
加
不
可
。
日
常
生
活
か

ら
離
れ
て
思
い
切
っ
た
こ
と
に

挑
戦
し
た
い
人
に
お
す
す
め
。

　
料
金
の
一
例
：
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
＋
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
個
人
飛
行
指
導
＋
ダ

イ
ビ
ン
グ
２
回
＋
フ
ラ
イ
ト
ス

ー
ツ
等
の
装
備
レ
ン
タ
ル
＝
99

ド
ル
99
セ
ン
ト

iF
L

Y
 Indoor Sky

diving 
(8

4
9

 R
idg

e H
ill B

lv
d. 

Y
onkers)

https://w
w

w
.ifly

w
orld.

com
/w

estchester/

■
Ｒ
Ｐ
Ｍ
レ
ー
ス
ウ
ェ
イ

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ス
タ
イ
ル
の
ト

ラ
ッ
ク
を
イ
タ
リ
ア
製
の
ゴ
ー

カ
ー
ト
で
走
行
、
周
回
タ
イ
ム

を
競
う
本
格
的
な
ゴ
ー
カ
ー
ト

場
。
そ
の
時
に
集
ま
っ
た
10
人

で
レ
ー
ス
を
開
催
、
そ
れ
ぞ
れ

の
タ
イ
ム
を
計
測
し
て
順
位
を

争
う
方
式
。
面
子
を
８
人
以
上

集
め
れ
ば
そ
の
グ
ル
ー
プ
で
レ

ー
ス
を
開
催
で
き
る
。

　
参
加
者
は
以
下
の
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
ゲ
ー
ム
を
競

う
。
①
ア
ダ
ル
ト
ド
ラ
イ
バ
ー

︵
身
長
１
４
５
セ
ン
チ
以
上
の

運
転
免
許
保
持
者
︶
②
ノ
ン
ラ

イ
セ
ン
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
︵
13
歳

以
上
で
身
長
１
４
５
セ
ン
チ
以

上
︶
③
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー

︵
6
歳
以
上
で
身
長
１
０
１
セ

ン
チ
以
上
︶
料
金
は
各
グ
ル
ー

プ
同
一
で
１
レ
ー
ス
25
ド
ル
。

ほ
か
に
予
選
と
本
戦
の
２
レ
ー

ス
＋
入
賞
す
る
と
メ
ダ
ル
が
も

ら
え
る
お
得
な
セ
ッ
ト
料
金
も

あ
る
。
こ
の
ポ
キ
プ
シ
ー
店
の

ほ
か
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
、

シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
、
ス
タ
ン
フ
ォ

ー
ド
︵
Ｃ
Ｔ
︶、
ジ
ャ
ー
ジ
ー

シ
テ
ィ
︵
Ｎ
Ｊ
︶
計
５
箇
所
に

あ
る
。

R
P

M
 R

ace W
ay

 (2001 
South R

d, Poughkeepsie)
h

t
t

p
s

:/
/

w
w

w
.

rpm
racew

ay.com
/

■
エ
バ
ー
ソ
ー
ル
・
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク

　
コ
ロ
ナ
の
た
め
会
員
以
外
の

一
般
公
開
を
中
止
し
て
い
る
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
多
い
中
、
ホ

ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
の
デ
ル
フ

ィ
ノ
公
園
内
に
あ
る
こ
の
市
営

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
は
曜
日
と
時

間
が
限
定
さ
れ
る
が
一
般
の
人

も
滑
れ
る
。

●
金
曜
：
午
後
２
時
30
分
〜
４

時
　
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
市

内
在
住
の
人
の
み
利
用
可
︵
入

場
無
料
。
市
内
在
住
が
証
明
で

き
る
Ｉ
Ｄ
持
参
の
こ
と
︶、
午

後
５
時
30
分
〜
７
時
、
８
時
〜

10
時 

●
土
曜
：
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分 

●
日
曜
：
午
前
8
時
30
分
〜
10

時
15
分
︵
大
人
の
み
︶、
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

　
入
場
料
：
ユ
ー
ス
8
ド
ル
、

大
人
10
ド
ル
、シ
ニ
ア
5
ド
ル
、

ス
ケ
ー
ト
靴
レ
ン
タ
ル
5
ド
ル
　

E
bersole Ice R

ink (104 
Lake St. W

hite Plains)
h

t
t

p
s

:/
/

w
w

w
.

c
ity

o
fw

h
ite

p
la

in
s

.
com

/358/E
bersole-Ice-

R
ink

■
ボ
ウ
ル
モ
ア
・
ボ
ー
リ
ン
グ

ウエストチェスター
如月の遊び方

場　
季
節
や
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
、
老
若
男
女
が
楽
し
め
る
屋

アイフライ・インドア・スカイダイビング

Bert’s Bread House
19 Robinson St. 

Fishkill, NY 12524
Tel: 845-440-6972

https://bertsbreadhouse.com/
火〜土 7:00 〜 16:30、

日 7:00 〜 16:00、月曜定休

フ
ィ
ッ
シ
ュ
キ
ル
の

素
朴
な
ベ
ー
カ
リ
ー

食べ歩き
　
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
か
ら

北
へ
車
で
１
時
間
弱
、
フ
ィ
ッ

シ
ュ
キ
ル
と
い
う
街
の
ベ
ー
カ

リ
ー
が
美
味
し
い
と
い
う
評
判

を
聞
い
て
、
パ
ン
を
買
い
に
行

く
に
は
ち
ょ
い
と
遠
い
が
ド
ラ

イ
ブ
が
て
ら
行
っ
て
み
る
こ
と

に
し
た
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

か
ら
一
本
入
っ
た
一
軒
家
を
改

装
し
た
店
は
外
観
、
内
装
と
も

に
な
ん
と
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
。

店
内
に
は
テ
ー
ブ
ル
席
が
二
つ

あ
り
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
ク
ッ

キ
ー
と
コ
ー
ヒ
ー
で
ス
ナ
ッ
ク

タ
イ
ム
を
楽
し
め
る
。

　
地
元
産
の
材
料
を
使
い
、
毎

朝
店
内
で
焼
き
上
げ
る
パ
ン
や

マ
フ
ィ
ン
は
と
に
か
く
素
朴
で

シ
ン
プ
ル
、
筆
者
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
田
舎
、
同
行
し
た
友
人
は

チ
ェ
コ
の
田
舎
で
食
べ
た
パ
ン

を
思
い
出
し
た
。
今
回
食
べ
た

フ
レ
ン
チ
ブ
レ
ッ
ド
は
見
た
目

は
茶
色
い
バ
ゲ
ッ
ト
だ
が
、
味

わ
い
は
全
く
異
な
る
。
バ
ゲ
ッ

ト
よ
り
も
む
っ
ち
り
し
た
食
感

で
、
噛
ん
で
い
る
と
口
の
中
に

小
麦
粉
の
ほ
ん
の
り
し
た
甘
さ

が
広
が
っ
て
美
味
し
い
。
店
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
﹁
私
た
ち
の

目
標
は
あ
な
た
の
味
覚
を
幸
せ

に
す
る
こ
と
！
﹂と
あ
る
通
り
、

バ
ー
ト
さ
ん
の
パ
ン
は
食
べ
た

人
を
ほ
っ
こ
り
さ
せ
て
く
れ

る
。
各
種
ロ
ー
ル
の
ほ
か
デ
ニ

ッ
シ
ュ
、
マ
フ
ィ
ン
、
パ
イ
類
、

キ
ッ
シ
ュ
、ク
ッ
キ
ー
も
あ
る
。

ポ
キ
プ
シ
ー
や
ビ
ー
コ
ン
方
面

に
行
っ
た
際
に
は
是
非
お
立
ち

寄
り
を
。

Ｒ
Ｐ
Ｍ
レ
ー
ス
ウ
ェ
イ

ボ
ウ
ル
モ
ア
・
ボ
ー
リ
ン
グ
場

エ
バ
ー
ソ
ー
ル
・
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

内
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
え
ば

ボ
ウ
リ
ン
グ
！ 

ボ
ウ
ル
モ
ア

で
は
青
白
く
輝
く
ブ
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ト
に
豪
華
な
座
席
、
大
き
な

ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
モ
ダ
ン
な
設

備
が
自
慢
。
日
曜
日
の
午
後
６

時
以
降
は
1
ゲ
ー
ム
4
ド
ル
89

セ
ン
ト
で
と
て
も
お
得
︵
靴
料

金
別
途
︶。
ガ
ン
ガ
ン
投
げ
た

い
人
に
は
月
曜
日
の
夜
8
時
以

降
の
投
げ
放
題
24
ド
ル
9
セ
ン

ト
︵
靴
料
金
込
み
︶
が
お
す
す

め
。
施
設
内
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
あ

り
。

B
o

w
lm

o
r L

a
n

e
 (4

7 
T

arry
tow

n
 R

d. W
h

ite 
Plains)
h

ttps://w
w

w
.bow

lero.
com

/location
/bow

lero-
w

hite-plains

https://bertsbreadhouse.com/
https://www.iflyworld.com/westchester/
https://www.rpmraceway.com/
https://www.cityofwhiteplains.com/358/Ebersole-Ice-Rink
https://www.bowlero.com/location/bowlero-white-plains
http://www.jwsny.org
http://www.ojfd.com
https://on-timelimo.com/
http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
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 BOOKS
　
作
家
の
五
木
寛
之
が
車
好
き

だ
と
は
全
く
知
ら
ず
に
こ
の
本

を
読
ん
だ
。
１
９
７
０
年
台
半

ば
く
ら
い
か
ら
彼
の
名
前
を
知

る
よ
う
に
な
り
、
直
木
賞
を
受

賞
し
た
﹃
蒼
ざ
め
た
馬
を
見
よ
﹄

︵
67
年
︶
や
吉
川
英
治
文
学
賞

を
受
賞
し
た
﹃
青
春
の
門
︵
筑

豊
篇
︶﹄︵
76
年
︶
な
ど
か
ら
は

想
像
も
で
き
な
い
、
五
木
本
人

の
青
春
と
若
き
日
か
ら
世
に
出

て
有
名
に
な
る
ま
で
の
ク
ル
マ

遍
歴
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
登
場
す
る
車
は
、
シ
ム
カ

１
０
０
０
、
ア
ル
フ
ァ
・
ロ
メ

オ
・
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ
・
ス
パ
イ

ダ
ー
、
ボ
ル
ボ
１
２
２
Ｓ
︵
ア

マ
ゾ
ン
︶、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
２
０
０
０

Ｃ
Ｓ
ク
ー
ペ
、
シ
ト
ロ
エ
ン
２

Ｃ
Ｖ
、
ジ
ャ
ガ
ー
Ｘ
Ｊ
６
、
メ

ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
３
０
０

Ｓ
Ｅ
Ｌ
６
・
３
、
ポ
ル
シ
ェ

９
１
１
Ｓ
、
サ
ー
ブ
Ｓ
。
ど
れ

も
世
界
の
名
車
と
言
わ
れ
る
車

ば
か
り
。
20
代
に
中
古
で
手
に

し
た
シ
ム
カ
か
ら
物
語
が
始
ま

る
。
新
し
い
車
を
買
い
替
え
る

た
び
に
新
し
い
女
性
と
の
出
会

い
と
別
れ
が
あ
る
。
９
人
の
女

性
た
ち
を
彩
る
９
台
の
車
。
運

転
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
と
い
う

も
の
が
か
つ
て
あ
っ
た
時
代
。

車
に
は
顔
が
あ
り
、
ス
タ
イ
ル

が
あ
り
、
個
性
が
あ
っ
た
。
車

の
名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
、
そ

の
ス
タ
イ
ル
、
走
る
姿
、
聞
い

た
こ
と
は
な
く
て
も
エ
ン
ジ
ン

の
音
ま
で
が
想
像
で
き
た
。
そ

れ
を
乗
る
こ
と
が
で
き
た
団
塊

の
世
代
は
幸
せ
だ
っ
た
は
ず
。

　
放
送
作
家
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ

ー
、
音
楽
作
家
と
駆
け
出
し
で

名
前
が
世
に
出
る
前
の
五
木
の

20
代
、
30
代
の
車
と
女
性
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
飾
り
な
く
、

そ
し
て
丁
寧
に
語
ら
れ
、
一
台

一
台
の
車
の
魅
力
と
、
登
場
す

る
女
性
た
ち
の
魅
力
的
な
個
性

が
描
か
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
本
が
、
車
を

愛
す
る
一
人
の
小
説
家
に
よ
っ

て
自
動
車
マ
ニ
ア
の
た
め
に
書

か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と

は
、
読
み
始
め
れ
ば
す
ぐ
に
分

か
る
。
車
と
の
出
会
い
、
登
場

す
る
女
性
た
ち
が
時
代
を
映
す

鏡
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
し
て
も
本
当
に
こ

ん
な
に
素
敵
な
女
性
た
ち
と
の

出
会
い
と
別
れ
が
あ
っ
た
の

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
車
と
女
性
た

ち
と
の
ド
ラ
マ
に
引
き
込
ま
れ

て
い
く
。
表
紙
、
各
章
の
挿
絵

が
安
西
水
丸
な
の
も
い
い
。
時

系
列
に
乗
り
継
い
だ
車
へ
の
愛

情
表
現
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
。
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
は
﹁
中

世
か
ら
一
足
飛
び
に
現
代
に
や

っ
て
き
た
イ
タ
リ
ア
人
。
近
代

的
自
我
の
毒
か
ら
逃
れ
て
い
る

彼
ら
は
、
知
性
な
ん
て
い
う
も

の
を
、
て
ん
で
問
題
に
し
て
い

な
い
。
あ
く
ま
で
本
能
に
忠
実

に
、
美
と
ス
ピ
ー
ド
だ
け
を
目

的
に
車
を
作
り
上
げ
る
﹂
と
記

述
す
る
。
ド
イ
ツ
車
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ

２
０
０
０
Ｃ
Ｓ
を
大
切
に
お
そ

る
お
そ
る
走
っ
て
い
る
五
木

に
、
助
手
席
で
車
の
こ
と
な
ど

全
く
知
ら
な
い
素
振
り
を
し
て

い
た
し
と
や
か
で
お
と
な
し
い

貴
婦
人
の
よ
う
な
フ
ォ
ト
グ
ラ

フ
ァ
ー
の
女
性
が
、
運
転
を
代

わ
っ
た
途
端
に
﹁
彼
女
の
白
い

手
が
ナ
イ
フ
の
よ
う
に
閃
く
よ

う
に
動
き
、
膝
頭
が
揺
れ
、
エ

ン
ジ
ン
が
吠
え
、
ブ
レ
ー
キ
の

焦
げ
る
匂
い
が
し
た
。
回
転
計

の
針
が
引
き
つ
る
よ
う
に
跳
ね

上
が
る
と
そ
の
た
び
に
強
烈

な
横
Ｇ
が
僕
の
体
を
抑
え
つ

け
た
﹂。
彼
女
は
泊
ま
っ
た
ホ

テ
ル
の
朝
、
車
の
フ
ロ
ン
ト

ウ
イ
ン
ド
ウ
の
ワ
イ
パ
ー
の
下

に
白
い
封
筒
を
残
し
て
姿
を

消
し
て
い
た
。
置
き
手
紙
に

は
﹁
２
０
０
０
Ｃ
Ｓ
を
大
切
に

し
過
ぎ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
バ

イ
エ
ル
ン
か
ら
き
た
貴
婦
人
の

体
の
奥
に
隠
さ
れ
て
い
る
情
熱

を
、
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
の
で

す
﹂
と
あ
っ
た
。
あ
あ
、
美
し

き
女
性
た
ち
よ
、
そ
し
て
美
し

き
車
た
ち
よ
。
車
を
運
転
し
た

く
な
る
本
だ
。
　
　
　︵
三
浦
︶

五木寛之は大の車好き
五木寛之・著

幻冬舎・刊

■パラソルでパラシュート（一穂ミチ、講談社）大阪の一
流企業の受付で契約社員として働く 29 歳の美雨は人生に
惑い、未来にも漠然とした不安を抱えていた。そんな中で
出会った売れないお笑い芸人の亨。亨と相方の弓彦、仲間
の芸人たちとの交流を通して、退屈だった美雨の人生は輝
きはじめる。女性の生き方を模索する姿を描く。■競争し
ない競争戦略（山田英夫、日本経済新聞出版）価格競争と
いう不毛な消耗戦から脱し、「競争しない」状態を作るこ
とで利益率を高める。そのための戦略を「ニッチ戦略」「不
協和（ジレンマ）戦略」「協調戦略」の 3 つに整理して解
説する。85 社以上のケーススタディから成功の秘訣を見
出す。■黄金旅程（馳星周、集英社）装蹄師の平野敬は北
海道で養老牧場を営んでいる。牧場は幼馴染の和泉亮介の
両親が所有していたものだったが、騎手だった亮介が覚せ
い剤所持で刑務所に入ったこともあり譲り受けた。敬が注
目するのは栗木牧場生産の気性の荒い尾花栗毛馬。さまざ
まなトラブルが起こるなか、出馬するレースの日が近づく。
■認知症の私から見える社会（丹野智文、講談社プラスア
ルファ新書）39 歳でアルツハイマー型認知症と診断され
て 7 年、全国を飛び回り 300 人以上の認知症当事者と対
話を続けた著者による彼らの「本音」。診断後、よりよく
生きていくために必要なこととは。認知症 700 万人時代、
私たちのすぐ隣にある世界を知るためのガイド。■慟哭は聴こえない（丸山
正樹、創元推理文庫）ろう者の妊婦から医療通訳の依頼を受けた手話通訳士・
荒井。産婦人科であることに苦戦しつつも丁寧に応対していたが、ある日彼
女から SOS が届く。ろう者の緊急通報の問題を活写した表題作ほか、行き
倒れたろう者の素性を探る旅路を描く「静かな男」など、荒井が関わる 4 つ
の事件。■ Invent & Wander（ジェフ・ベゾス、ダイヤモンド社）「ロングター
ム思考」「Day1 哲学」「コロナでわかったこと」など、アマゾン創業者を成
功に導いた思考のすべて。昨年夏には宇宙開発企業の初の有人飛行に搭乗し
たジェフ・ベゾス。ベゾスの文書を時系列で読み、長期思考と顧客志向から
生まれるイノベーションが世界を変えていく様を体感できる。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
女
性
の
生
き
方
を
模
索
す
る
姿
を
描
く
。
環
境
激
変
下
で
生
き
残
る
３
つ
の
選
択
。
サ

ラ
ブ
レ
ッ
ド
に
携
わ
る
人
々
の
物
語
。
認
知
症
当
事
者
と
の
対
話
で
見
え
た
本
音
。
手
話

通
訳
士
が
関
わ
る
４
つ
の
事
件
。
ア
マ
ゾ
ン
創
業
者
を
成
功
に
導
い
た
思
考
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
雪
降
る
節
分
の
夜
、
外
か
ら

﹁
寒
い
よ
う
、
寂
し
い
よ
う
﹂

と
い
う
誰
か
の
泣
き
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。
留
守
番
を
し

て
い
た
男
は
戸
を
開
け
て
び
っ

く
り
。
そ
こ
に
い
た
の
は
３
体

の
鬼
だ
っ
た
の
で
す
。
鬼
達
を

不
憫
に
思
っ
た
男
は
鬼
た
ち
を

家
に
招
き
入
れ
よ
う
と
し
ま
す

が
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
﹁
福

は
ー
う
ち
、
鬼
は
ー
そ
と
﹂
と

豆
ま
き
を
す
る
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
自
分
た
ち
が
嫌
わ
れ

者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

鬼
た
ち
は
男
の
家
に
入
る
こ
と

を
た
め
ら
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
男
は
説
得
し
て
鬼
た

ち
を
家
に
招
き
入
れ
、
体
を
温

め
る
た
め
に
酒
を
す
す
め
、
み

ん
な
で
歌
っ
て
踊
っ
て
陽
気
な

宴
会
が
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に

そ
こ
を
通
り
か
か
っ
た
福
の
神

が
、
鬼
が
い
る
と
は
つ
ゆ
知
ら

ず
男
の
家
を
訪
ね
ま
す
。

　
２
月
３
日
は
節
分
の
日
。
豆

ま
き
を
し
て
、
歳
の
数
だ
け
豆

を
食
べ
る
と
、
体
が
丈
夫
に
な

っ
て
病
気
に
な
り
に
く
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
最
後

に
は
人
間
も
鬼
も
神
様
も
み
ん

な
が
仲
良
し
に
な
る
、
め
で
た

い
節
分
の
日
の
話
し
。（
高
田
）

笑
う
角
に
は
福
来
た
る
！

 『ふくはうちおにもうち』
作： 内田麟太郎　絵： 山本孝

岩崎書店　2004 年

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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根
に
最
も
強
い
香
り
と
薬
効

の
あ
る
セ
リ
科
の
ア
ン
ジ
ェ
リ

カ
は
、
昔
か
ら
毒
や
疫
病
に
特

別
な
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
、

天
使
の
薬
草
、
聖
霊
の
根
と
呼

ば
れ
て
き
ま
し
た
。
寒
さ
に
強

い
こ
の
植
物
は
２
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
に
成
長
し
、
パ
ー
プ
ル
の
茎

と
黄
緑
色
の
葉
や
花
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
印
象
的
で
、
葉
、

茎
、
種
、
根
の
全
草
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
苦
味
の

あ
る
土
っ
ぽ
い
強
烈
な
根
の
香

り
は
、
鼻
腔
に
入
る
や
い
な
や

神
経
を
滋
養
し
、
心
を
落
ち
着

け
、
心
身
を
強
く
元
気
に
し
ま

す
。
土
や
薬
草
の
匂
い
の
中

に
、
ム
ス
ク
様
の
動
物
的
で
官

能
的
な
力
強
さ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ

パ
ー
様
の
ス
パ
イ
シ
ー
な
刺
激

性
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
複
雑

で
深
み
の
あ
る
香
り
は
、
高
級

香
水
や
リ
キ
ュ
ー
ル
の
フ
レ
ー

バ
ー
に
も
使
わ
れ
、
少
量
で
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。
香
水
の
素

晴
ら
し
い
ベ
ー
ス
を
作
る
よ
う

に
、
心
身
に
も
働
き
か
け
る
ア

ン
ジ
ェ
リ
カ
は
薬
草
と
し
て
の

効
能
も
数
多
く
、
健
康
回
復
、

体
力
賦
活
、
神
経
強
化
、
血
液

浄
化
、
感
染
防
止
、
消
化
促
進
、

駆
風
、
鎮
痙
、
風
邪
、
流
感
性

感
冒
、
気
管
支
炎
、
咳
、
頭
痛
、

月
経
困
難
、
関
節
炎
、
リ
ウ
マ

チ
な
ど
に
効
果
的
で
す
。
精
油

は
大
変
強
い
た
め
少
量
を
使
う

こ
と
が
大
切
で
す
。
ボ
デ
ィ
オ

イ
ル
な
ど
広
範
囲
に
肌
に
つ
け

る
場
合
植
物
油
と
混
ぜ
１
％
以

下
に
希
釈
す
る
こ
と
、
ま
た
つ

け
た
後
Ｕ
Ｖ
光
線
を
避
け
ま
し

ょ
う
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に
て

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品

や
精
油
の
調
合
を
実
施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー
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 絵・古舘みどり

ア
ン
ジ
ェ
リ
カ天

使
の
薬
草

　
米
国
郵
政
公
社︵
Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
︶

は
１
月
26
日
、
ア
フ
リ
カ
系
米

国
人
を
称
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
・
ヘ

リ
テ
ー
ジ
・
シ
リ
ー
ズ
の
第
45

代
目
と
し
て
、
19
世
紀
の
ア
フ

リ
カ
系
女
性
彫
刻
家
エ
ド
モ
ニ

ア
・
ル
イ
ス
の
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
・

ス
タ
ン
プ
を
発
売
し
た
。 

　
エ
ド
モ
ニ
ア
・
ル
イ
ス
は
、

南
北
戦
争
と
奴
隷
制
度
廃
止
後

に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン

と
ア
フ
リ
カ
系
の
文
化
遺
産
を

テ
ー
マ
に
し
た
大
理
石
彫
刻
の

作
品
で
世
界
的
に
知
ら
れ
る
。

ル
イ
ス
は
１
８
４
４
年
に
、
Ｎ

Ｙ
州
グ
リ
ー
ン
ブ
ッ
シ
ュ
で
ハ

イ
チ
出
身
の
ア
フ
リ
カ
系
米
国

人
の
父
と
チ
ペ
ワ
族
の
血
を
引

く
母
の
間
に
生
ま
れ
た
。
オ
ハ

イ
オ
州
の
オ
ー
バ
リ
ン
大
学
で

芸
術
を
学
ん
だ
後
、
ボ
ス
ト
ン

で
芸
術
家
と
し
て
本
格
的
に
活

動
を
始
め
る
。
65
年
に
ロ
ー
マ

に
移
住
し
、
聖
書
の
登
場
人
物

や
歴
史
的
人
物
の
大
理
石
像
を

製
作
し
始
め
、
毒
蛇
に
咬
ま
せ

て
自
ら
の
命
を
絶
っ
た
と
さ
れ

る
古
代
エ
ジ
プ
ト
女
王
の
死
後

を
描
写
し
た
重
さ
３
０
０
０
ポ

ン
ド
の
作
品
﹁
ク
レ
オ
パ
ト
ラ

の
死
﹂︵
76
年
︶
は
特
に
有
名

で
あ
る
。
同
作
品
は
１
世
紀
以

上
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て

い
た
が
、
１
９
８
０
年
代
に
廃

品
回
収
所
で
発
見
さ
れ
、
現
在

は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
美
術
館

に
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

　
同
切
手
は
、
写
真
家
オ
ー
ガ

ス
タ
ス
・
マ
ー
シ
ャ
ル
が
撮
影

し
た
写
真
を
基
に
、
67
〜
71
年

に
カ
ゼ
イ
ン
塗
料
で
描
か
れ
た

ル
イ
ス
の
肖
像
画
が
デ
ザ
イ
ン

に
な
っ
て
い
る
。
同
切
手
発
売

に
関
し
同
公
社
は
﹁
ア
フ
リ
カ

系
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ

ン
の
彫
刻
家
と
し
て
初
め
て
国

際
的
に
評
価
さ
れ
た
ル
イ
ス

は
、
19
世
紀
半
ば
に
米
国
芸
術

家
た
ち
に
向
け
ら
れ
て
い
た
社

会
的
障
壁
や
偏
見
を
覆
し
た
﹂

と
伝
え
て
い
る
。
同
切
手
の
ブ

ラ
ッ
ク
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
シ
リ

ー
ズ
に
は
こ
れ
ま
で
、
劇
作
家

の
オ
ー
ガ
ス
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
Ｐ
Ｂ
Ｓ

局
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務

め
た
グ
ウ
ェ
ン
・
イ
フ
ィ
ル
、

俳
優
で
ダ
ン
サ
ー
の
グ
レ
ゴ
リ

ー
・
ハ
イ
ン
ズ
な
ど
が
選
ば
れ

て
い
る
。

失われたクレオパトラ像
作家の黒人彫刻家切手に

10 年間ご支援ありがとうございました
東日本大震災犠牲者追悼式典　TOGETHER FOR 311

https://www.youtube.com/user/TogetherFor311

　
２
０
２
０
年
に
続
き
、
昨
年

２
０
２
１
年
も
コ
ロ
ナ
渦
に
よ

り
、﹁
10
周
年
こ
そ
は
教
会
で

皆
様
と
集
ま
っ
て
﹂
と
い
う
願

い
が
叶
わ
ず
、
昨
年
の
第
10
回

T
O

G
E

T
H

E
R

 F
O

R
 3.11

東
日
本
大
震
災
追
悼
式
典
は
、

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
追
悼
式
ス
ト

リ
ー
ミ
ン
グ
を
行
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ

っ
た
全
て
の
皆
様
、
ご
参
加
く

だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
予
測

の
で
き
な
い
不
安
定
な
状

況
が
続
く
中
、
今
年
、
そ

し
て
今
後
の
追
悼
式
に
つ

い
て
主
催
メ
ン
バ
ー
と
真

摯
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

1
年
を
か
け
て
心
を
砕
き

考
え
話
し
合
っ
た
結
果
、

こ
の
10
年
間
追
悼
式
に
ご

協
力
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た

全
て
の
皆
様
の
想
い
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
集
結
し
た

昨
年
3
月
に
開
催
し
た
、

第

10

回T
O

G
E

T
H

E
R

 
FO

R
 3.11

東
日
本
大
震

災
オ
ン
ラ
イ
ン
追
悼
式
典

に
て
、
私
達
主
催
フ
ェ
ロ

ー
シ
ッ
プ
で
の
最
終
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
開
催
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
正
式
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ

に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
私
た
ち
は
、
Ｎ
Ｙ
は

忘
れ
ま
せ
ん
。
10
年
間
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

T
O

G
E

T
H

E
R

 F
O

R
 

311

主

催

代

表 A
K

 
A

kem
i K

akihara

主

催 Fellow
ship for 

Japan

一
同

第 10 回式典の動画をご覧になれます

mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
https://www.youtube.com/user/TogetherFor311
https://www.myhappytummyclub.com/
tel:9175773969
tel:2014031647
http://www.idocenter.com
https://www.skindeepnyc.com/
https://kj-artist.jp/
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 STUDENT LIFE
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大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

2 月

如
きさらぎ

月

　
あ
と
少
し
の
我
慢
、
と
お
ま

じ
な
い
の
よ
う
に
、
自
分
に
言

い
聞
か
せ
て
い
た
コ
ロ
ナ
禍
。

い
つ
か
、
自
由
に
ど
こ
へ
で
も

行
け
る
日
の
た
め
に
、
動
け
な

い
状
況
で
も
、
何
か
で
き
る
こ

と
を
探
し
て
い
た
。
﹁
何
も
咲

か
な
い
寒
い
日
は
下
へ
下
へ
と

根
を
伸
ば
せ
。
い
つ
か
大
き
な

花
が
咲
く
﹂
は
、
マ
ラ
ソ
ン
選

手
が
、
恩
師
に
贈
ら
れ
た
言
葉

だ
と
い
う
。
も
う
少
し
で
咲
き

そ
う
な
小
さ
な
梅
の
つ
ぼ
み

は
、
咲
け
な
い
時
に
根
を
張
り

続
け
た
か
ら
こ
そ
の
、
力
強
さ

に
満
ち
て
い
た
。

季
語
＝
梅
二
月(

春)

梅
の
咲

く
二
月
。
梅
は
古
代
に
中
国
よ

り
日
本
に
渡
来
し
、
香
り
高
く

清
楚
な
気
品
が
あ
り
、
文
人
た

ち
に
好
ま
れ
た
。
古
く
か
ら
詩

歌
に
詠
ま
れ
て
き
た
歴
史
を
持

つ
。
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
か
ら

咲
き
誇
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
春
、
日
が
暮
れ

て
、
灯
火
が
と
も
る
頃
に
な
る

と
、
な
ん
と
も
さ
み
し
い
気
持

ち
に
な
っ
た
。
会
え
な
い
人
た

ち
の
こ
と
、
行
け
な
い
場
所
の

こ
と
を
、
と
り
と
め
も
な
く
思

っ
て
い
た
。
潤
ん
だ
よ
う
に
揺

れ
る
灯
は
、
わ
た
し
の
心
そ
の

ま
ま
に
、
戸
惑
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
た
。

季
語
＝
春
燈(

春)

春
灯
、
春

の
灯
、
春
と
も
し
、
春
の
燭
。

春
の
大
気
の
な
か
で
、
あ
た
た

か
さ
、
華
や
か
さ
、
艶
や
か
さ

を
感
じ
さ
せ
る
と
も
し
火
の

こ
と
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
︵
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
︶
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

gran
dprix

@
gm

ail.com
 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.artofhaiku.org 

参
照
。

 最終応募 10 月末まで

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

翔と

ぶ
た
め
の
息い

き

た
く
はわ

へえ

よ
梅う

め

二に

が

つ月

春し
ゅ
ん
と
う

燈
の
ふ
る
へえ

て
心

こ
こ
ろ

揺ゆ

れ
て
ゐい

て

49

　
1
月
14
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
日
本
人
学
校
︵
児
童
生
徒

数
64
人
、
菱
沼
省
二
校
長
︶
で

は
全
児
童
生
徒
に
よ
る
書
き
初

め
会
を
行
っ
た
。

　
1
・
2
年
生
は
筆
ペ
ン
で
新

年
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
書

き
、
3
・
9
年
生
は
毛
筆
で
新

年
の
抱
負
を
四
文
字
の
言
葉

︵
四
字
熟
語
︶
に
込
め
て
書
い

た
。
初
め
て
毛
筆
で
の
書
き
初

め
会
に
参
加
し
た
３
年
生
は
、

自
分
の
背
丈
ほ
ど
あ
る
大
き
な

書
き
初
め
用
紙
を
前
に
、
お
手

本
を
見
な
が
ら
、
自
分
の
抱
負

を
一
生
懸
命
に
書
く
姿
が
見
ら

れ
た
。﹁
不
撓
不
屈
﹂﹁
一
言
一

句
﹂﹁
初
志
貫
徹
﹂﹁
文
武
両
道
﹂

な
ど
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
を

紹
介
す
る
様
子
か
ら
は
、
こ
の

１
年
に
対
す
る
力
強
い
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
た
。

書
き
初
め
会　

 

新
年
の
思
い
を
込
め
て

NJ 日本人学校

　
手
本
を
見
な
が
ら
新

年
の
抱
負
を
書
き
初
め

す
る
生
徒
た
ち

mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
tel:2014616502
http://villagewellusa.com
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://starchildny.com
https://www.bookendtutoring.com/
https://www.englishlanguagesuccess.org/
https://www.joes.or.jp/
http://ze-edu.com
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校(

菱
沼
省
二
校
長)

中
等

部
は
１
月
15
日
〜
22
日
︵
１
回

目
︶、
23
日
〜
30
日
︵
２
回
目
︶

の
日
程
で
青
森
市
教
育
委
員
会

主
催
、
中
学
生
異
文
化
交
流
会

に
海
外
在
住
者
の
コ
メ
ン
タ
ー

と
し
て
参
加
し
た
。
こ
の
交
流

会
は
、
青
森
市
の
中
学
生
が
外

国
の
文
化
及
び
言
語
︵
英
語
︶

と
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会

と
し
て
、
国
際
交
流
員
や
海
外

在
住
者
か
ら
の
文
化
紹
介
を
通

じ
、
異
な
る
文
化
や
価
値
観
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
。

　
中
等
部
の
生
徒
た
ち
は

Flipgrid

ア
プ
リ
を
活
用
し

て
、
英
語
の
時
間
を
中
心
に
青

森
市
の
中
学
生
か
ら
ア
ッ
プ
さ

れ
た
動
画
を
視
聴
し
、
自
分
た

ち
も
英
語
で
コ
メ
ン
ト
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
動
画
を
作
成
し
ア
ッ
プ

し
た
。
生
徒
た
ち
は
﹁
給
食
懐

か
し
い
﹂﹁
日
本
は
お
正
月
派

が
多
い
け
ど
、
米
国
は
ク
リ
ス

マ
ス
派
が
多
い
な
﹂﹁
何
を
紹

介
し
た
ら
い
い
か
な
﹂
と
動
画

視
聴
を
通
し
て
、
互
い
の
文
化

に
つ
い
て
興
味
関
心
を
深
め
て

い
た
。
互
い
の
こ
と
を
知
り
、

視
野
を
広
げ
る
良
い
機
会
に
な

っ
た
。

青森と異文化交流
NJ 日本人学校

　
大
学
入
試
を
運
営
す
る
カ
レ

ッ
ジ
ボ
ー
ド
は
１
月
25
日
、
大

学
進
学
の
た
め
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
試
験

を
２
０
２
４
年
ま
で
に
、
す
べ

て
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
移
行
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　
カ
レ
ッ
ジ
ボ
ー
ド
は
同
試
験

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
目
的
に
つ
い

て
﹁
よ
り
受
験
し
や
す
く
、
実

施
し
や
す
く
す
る
と
同
時
に
、

受
験
を
経
験
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
提
供
で
き
る
﹂
と
伝
え
て

い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
版
の
同
試

験
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ま
た
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
、

所
要
時
間
は
１
時
間
短
縮
さ
れ

２
時
間
と
な
る
。
同
機
関
は
昨

年
11
月
、
デ
ジ
タ
ル
Ｓ
Ａ
Ｔ
試

験
を
試
験
的
に
実
施
し
、
受
験

生
の
80
％
が
紙
と
鉛
筆
の
試
験

よ
り
も
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ

た
と
い
う
反
応
が
あ
っ
た
と
い

う
。 

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
以
降
、

多
く
の
大
学
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
に
同

試
験
を
中
止
し
た
が
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
か
ら
大
学
間
で
は
近

年
、
教
育
機
会
の
格
差
が
進
学

機
会
を
妨
げ
て
い
る
と
、
同
試

験
の
長
期
的
な
有
用
性
や
平
等

性
を
疑
問
視
し
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
離
れ

の
傾
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
は
昨
年
、

将
来
的
に
同
試
験
を
入
学
条
件

か
ら
外
す
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
こ
と
を
発
表
し
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
は
同
試
験
結
果
の
提
出

を
出
願
条
件
と
し
な
い
方
針
を

２
０
２
６
年
ま
で
延
長
す
る
と

伝
え
た
。
同
機
関
は
﹁
現
実
的

に
カ
ン
ニ
ン
グ
は
不
可
能
で
あ

る
﹂
と
オ
ン
ラ
イ
ン
試
験
の
安

全
性
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ

て
端
末
を
提
供
す
る
な
ど
デ
ジ

タ
ル
格
差
が
影
響
し
な
い
よ
う

取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

大
学
進
学
の
Ｓ
Ａ
Ｔ 

完
全
に
デ
ジ
タ
ル
化
に
2024 年までに

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

︵
濟
藤
和
彦
校
長
︶
で
は
１
月

16 

日
、
幼
稚
園
部
に
て
オ
ン

ラ
イ
ン
書
初
め
が
行
わ
れ
た
。

１
月
２
日
か
ら
福
笑
い
、
羽
子

板
作
り
な
ど
お
正
月
を
テ
ー
マ

に
さ
ま
ざ
ま
な
保
育
を
行
っ
て

お
り
、
書
初
め
で
は
筆
の
持
ち

方
や
姿
勢
、
筆
使
い
を
動
画
で

説
明
を
し
た
後
に
、
各
家
庭
に

配
布
済
み
の
黒
の
絵
の
具
、
筆

で
今
年
の
干
支
の
﹁
と
ら
﹂
の

文
字
を
書
く
指
導
を
行
っ
た
。

子
供
達
は
い
つ
も
と
は
違
う
筆

で
文
字
を
書
く
体
験
に
集
中

し
、
紙
一
杯
に
元
気
に
伸
び
伸

び
と
勢
い
よ
く
書
き
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
23
日
に
は
赤
い

折
り
紙
の
亀
と
金
銀
で
飾
っ
た

台
紙
に
張
り
付
け
、
見
栄
え
の

す
る
書
初
め
が
仕
上
が
り
、
満

足
げ
な
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
で
画

面
に
か
ざ
し
て
見
せ
て
い
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
園
部
で
オ
ン
ラ
イ
ン
書
き
初
め

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
、
生
徒
数

３
８
１
人
︶
は
、
１
月
第
１
〜

３
週
に
わ
た
り
﹁
書
き
初
め
授

業
﹂
を
行
っ
た
。
書
き
初
め
は

毎
年
新
年
に
行
わ
れ
、
初
等
部

３
年
生
か
ら
高
等
部
ま
で
が
参

加
す
る
授
業
で
あ
る
。
日
本
文

化
の
一
つ
で
あ
る
毛
筆
習
字
に

親
し
む
体
験
の
機
会
と
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
各
学
年
レ
ベ

ル
に
合
っ
た
課
題
の
毛
筆
習
字

に
取
り
組
ん
だ
。

　
ま
ず
始
め
に
、
生
徒
達
は
教

師
か
ら
筆
の
使
い
方
や
漢
字
の

書
き
順
、
文
字
を
書
く
時
の
姿

勢
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
、
そ

の
後
、新
聞
紙
に
練
習
を
開
始
。

少
し
自
信
が
出
て
き
た
と
こ
ろ

で
半
紙
で
の
清
書
を
行
っ
た
。

普
段
、
筆
や
墨
を
使
っ
て
文
字

を
書
く
機
会
が
な
か
な
か
な
い

子
供
達
は
み
な
作
品
制
作
に
丁

寧
に
挑
ん
だ
。
大
き
く
元
気
な

文
字
を
書
く
生
徒
、
ゆ
っ
く
り

と
几
帳
面
な
文
字
を
書
く
生
徒

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
生

か
さ
れ
た
作
品
が
出
来
上
が
っ

た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校

Ｗ
校
で
書
き
初
め

　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
で
は
、
2
月
7
日
︵
月
︶
か

ら
来
年
度
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

参
加
者
を
募
集
す
る
。
実
施
日

は
7
月
5
日
︵
火
︶
〜
7
月
29

日
︵
金
︶
の
4
週
間
で
1
週
単

位
か
ら
の
応
募
が
可
能
。
幼
児

部
︵
3
〜
5
歳
︶
と
小
学
部

︵
1
〜
６
年
の
混
合
ク
ラ
ス
︶

に
分
か
れ
て
実
施
す
る
。
申
し

込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
。

　
ま
た
、
同
校
で
は
２
０
２
２

年
度
の
全
日
課
程
幼
児
部
入
学

希
望
者
を
受
付
中
だ
。
全
日
課

程
で
は
、
両
親
と
も
に
日
本

人
で
な
い
児
童
も
増
え
て
お

り
、
英
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

用
意
し
て
い
る
。
詳
細
は
電
話

２
１
２
・
６
８
１
・
７
９
２
９
ま

た
は
ウ
エ
ブ
サ
イ
トhttps://

jp.lyceum
kennedy.org

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

参
加
者
を
募
集
中

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

https://jp.lyceumkennedy.org
https://jp.lyceumkennedy.org
https://jp.lyceumkennedy.org
https://jp.lyceumkennedy.org
https://www.bozubrooklyn.com/
http://ymcatfv.org/
https://www.joes.or.jp/kojin/jdnext
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以
前
に
心
の
健
康
に
大
切
な

﹁
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
﹂
を
取
り

上
げ
ま
し
た
︵8/3/13

号
参

照
︶
。
こ
れ
は
子
ど
も
の
情
緒

の
発
達
︵
特
に
感
情
調
整
力
︶
、

対
人
関
係
や
自
己
肯
定
感
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
も
影

響
を
与
え
る
重
要
な
も
の
で

す
。
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、 

﹁
相
手
の
気
持
ち
や
考
え
、
ニ

ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
人
の

立
場
に
立
っ
て
そ
れ
ら
を
理
解

し
受
け
止
め
る
﹂
こ
と
で
す
。

し
か
し
必
ず
し
も
相
手
に
同
意

し
た
り
、
相
手
の
言
う
こ
と
を

﹁
正
し
い
﹂
と
み
な
す
こ
と
と

同
一
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
と
違
っ

て
い
て
も
、 

相
手
の
置
か
れ
た

状
況
を
考
慮
し
、
そ
の
人
の
視

点
に
立
っ
て
理
解
し
尊
重
す
る

と
い
う
意
味
で
す
。

　
例
え
ば
思
春
期
の
娘
が
友
人

関
係
で
深
く
悩
み
、
思
い
つ
め

﹁
も
う
絶
対
学
校
に
行
け
な
い
﹂

と
号
泣
し
て
い
る
と
し
ま
す
。

親
と
し
て
ど
う
バ
リ
デ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
つ
い

﹁
そ
こ
ま
で
思
い
つ
め
る
の
よ

し
な
さ
い
、
考
え
す
ぎ
よ
﹂
な

ど
と
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
る
と
子

ど
も
は
﹁
親
が
わ
か
っ
て
く
れ

な
い
﹂
と
更
に
傷
つ
き
、
親
に

不
信
感
さ
え
抱
き
、
親
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
途
絶
え

て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

　
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
相

手
の
特
性
︵
こ
の
子
の
場
合
、

も
と
も
と
繊
細
で
傷
つ
き
や
す

い
気
質
で
あ
る
、
思
春
期
で
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
情
緒

が
不
安
定
に
な
り
が
ち
、
発
達

的
に
仲
間
関
係
の
重
要
性
が
非

常
に
強
い
時
期
他
︶
や
、
過
去

の
経
験
︵
前
に
ケ
ン
カ
で
大
事

な
友
人
を
失
い
辛
い
経
験
を
し

た
︶、
現
在
置
か
れ
た
状
況
︵
仲

良
し
グ
ル
ー
プ
と
仲
た
が
い
し

て
口
を
聞
い
て
も
ら
え
な
い
︶

か
ら
見
て
、﹁
正
当
な
反
応
﹂
と

い
う
面
か
ら
こ
の
子
の
反
応
を

理
解
、
承
認
し
ま
す
。
こ
の
場

合
は
親
が
娘
の
視
点
に
立
ち
、

﹁
そ
れ
は
辛
い
ね
﹂
と
気
持
ち
に

寄
り
添
い
、
一
旦
は
受
け
止
め
、

そ
の
上
で
一
緒
に
適
切
な
対
応

法
を
相
談
す
る
と
い
う
の
が
バ

リ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　
自
分
自
身
を
セ
ル
フ
バ
リ
デ

ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
今
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
渦
が

長
引
く
非
常
時
、
全
般
的
に
日

常
的
な
ス
ト
レ
ス
度
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
時
に
は

自
分
自
身
、
ま
た
周
り
の
人
や

出
来
事
を
否
定
的
・
批
判
的
に

見
て
し
ま
い
が
ち
で
、
集
中
力

や
仕
事
・
勉
強
・
家
事
な
ど
の

効
率
も
低
下
し
が
ち
で
す
。
何

か
で
失
敗
し
、
つ
ま
づ
い
た
時
、

﹁
こ
ん
な
こ
と
で
し
く
じ
る
な

ん
て
自
分
は
ダ
メ
だ
﹂
な
ど
と

い
う
自
己
へ
の
批
判
や
自
責
の

念
が
起
こ
り
や
す
い
状
況
だ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
否
定
的
・
批
判

的
な
思
考
︵
﹁
自
分
は
ダ
メ
だ
﹂
︶

は
、
落
ち
込
み
や
イ
ラ
イ
ラ
な

ど
負
の
感
情
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
し
て
﹁
家
族
に
あ
た
っ

て
し
ま
う
﹂
、
﹁
更
に
集
中
力
や

物
事
の
生
産
性
が
落
ち
る
﹂
な

ど
の
行
動
に
つ
な
が
り
、
思

考
・
感
情
・
行
動
の
悪
循
環
に

陥
り
や
す
い
で
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
防
ぎ
、
日
常
的
に
心

落
ち
着
い
た
状
態
を
保
つ
の
に

セ
ル
フ
・
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
を

習
慣
的
に
行
う
こ
と
が
役
立
ち

ま
す
。

　
ア
レ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
博
士
が
推

奨
す
る
方
法
は
以
下
で
す
。
①

今
の
自
分
の
感
情
を
観
察
す

る
。
②
そ
の
感
情
を
言
葉
に
す

る
︵﹁
怒
り
、︵
不
安
、
あ
せ
り

他
︶
が
あ
る
﹂
な
ど
︶。
③
自

分
自
身
に
評
価
や
判
断
を
加
え

る
こ
と
な
く
︵﹁
自
分
は
ダ
メ

だ
﹂
な
ど
︶、
そ
れ
ら
の
感
情

を
受
け
止
め
る
。
そ
し
て
先
の

例
と
同
じ
よ
う
に
、
④
自
己
の

特
性
、
過
去
の
経
験
、
現
在
置

か
れ
た
状
況
を
考
慮
し
、﹁
正

当
な
反
応
﹂
と
い
う
観
点
か
ら

自
分
自
身
を
承
認
す
る
。

　
例
え
ば
、
マ
マ
友
関
係
の
い

ざ
こ
ざ
か
ら
イ
ラ
イ
ラ
が
続
き

子
ど
も
を
過
度
に
叱
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
場
合
、﹁
些
細
な

こ
と
で
子
ど
も
を
怒
鳴
っ
た
り

し
て
情
け
な
い
、
私
は
ダ
メ
な

母
親
だ
﹂
な
ど
と
感
じ
た
と
し

た
ら
、
意
識
し
て
、﹁
も
と
も

と
子
ど
も
が
苦
手
な
私
が
外
国

で
子
育
て
す
る
の
は
大
変
な
こ

と
だ
、
ま
し
て
今
の
非
常
時
、

皆
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
る
、
多

少
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
て
も
あ
る

程
度
仕
方
な
い
、
そ
れ
で
も
自

分
な
り
に
家
族
の
た
め
に
精
一

杯
や
っ
て
い
る
﹂
な
ど
と
セ
ル

フ
・
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が

け
て
み
て
下
さ
い
。
そ
し
て
気

分
転
換
に
な
る
よ
う
何
か
楽
し

め
る
こ
と
を
し
た
り
、
信
頼
で

き
る
人
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う

な
ど
、
自
分
自
身
を
ケ
ア
す
る

こ
と
も
セ
ル
フ
バ
リ
デ
ー
シ
ョ

ン
の
一
つ
で
す
。

　
は
じ
め
は
難
し
い
で
す
が
、

意
識
し
て
何
度
も
や
っ
て
み
る

こ
と
で
少
し
ず
つ
自
然
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
家
族
で

お
互
い
を
バ
リ
デ
ー
ト
し
合
う

の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
日
常
よ

り
心
穏
や
か
に
い
ら
れ
る
よ

う
、
セ
ル
フ
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

を
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。
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■
11
月
25
日
　

ふ
ゆ
を
か
ん
じ
る
も
の

　
わ
た
し
に
と
っ
て
ふ
ゆ
を
か

ん
じ
る
も
の
は
、
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
ケ
ー
ン
で
す
。
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
ケ
ー
ン
の
ふ
つ
う
の
い
ろ
は

し
ろ
と
あ
か
で
す
。
か
た
ち
は

﹁
し
﹂
が
さ
か
さ
ま
の
よ
う
で

す
。
ふ
ゆ
に
で
て
く
る
お
か
し

で
、
サ
ン
タ
さ
ん
が
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
ケ
ー
ン
を
く
れ
る
か
ら
、

ふ
ゆ
を
か
ん
じ
ま
す
。
わ
た
し

は
こ
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
が
大
す
き

で
す
。

■
12
月
３
日
　
か
ん
し
ゃ
の
木

　
か
ん
し
ゃ
の
木
は
、
は
っ
ぱ

の
か
た
ち
の
か
み
を
木
に
に
せ

た
え
だ
に
テ
ー
プ
で
は
っ
た
。

は
っ
ぱ
に
か
ん
し
ゃ
の
こ
と
が

か
い
て
あ
る
。
わ
た
し
は
、
お

う
ち
、
木
、
火
な
ど
を
か
ん
し

ゃ
し
ま
す
。
か
ん
し
ゃ
で
き
る

か
ら
、
う
れ
し
い
で
す
。

■
12
月
10
日
　

お
な
か
が
す
い
た

　
い
つ
も
、
わ
た
し
は
ご
は
ん

を
い
っ
ぱ
い
た
べ
て
も
お
な
か

が
す
く
。
お
と
う
さ
ん
と
お
か

あ
さ
ん
に
﹁
お
な
か
が
す
い
た
﹂

っ
て
い
う
と
、﹁
え
ー
！
﹂
っ

て
お
ど
ろ
か
れ
る
。
そ
の
あ
と
、

わ
た
し
が
ピ
ク
ル
ス
を
た
の
ん

で
た
べ
ま
す
。
ピ
ク
ル
ス
は
わ

た
し
の
大
こ
う
ぶ
つ
。

　
　
　
　
　
　︵
米
国
生
ま
れ
︶
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世
の
中
に
は
、
本
当
で
は
な

い
情
報
が
い
く
ら
で
も
あ
る
。

間
違
っ
た
情
報
が
あ
り
す
ぎ

て
、
何
が
本
当
か
分
か
ら
な
く

な
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

こ
の
﹁
本
当
で
は
無
い
情
報
﹂

が
争
い
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る

の
だ
。

　
間
違
っ
た
情
報
は
色
々
な
と

こ
ろ
に
あ
る
。
例
え
ば
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
、
ミ
ー
ム
、
そ
し
て

ビ
デ
オ
な
ど
で
間
違
っ
た
情
報

は
広
が
る
事
が
多
い
。
ミ
ー
ム

は
、 

イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
上
で
流
行

っ
て
い
る
画
像
だ
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ミ
ー
ム
を
使
っ
て
、
そ
の

ミ
ー
ム
に
似
た
よ
う
な
ミ
ー
ム

を
作
る
事
が
出
来
る
。
間
違
っ

た
ミ
ー
ム
は
た
っ
た
２
分
で
作

れ
る
と
い
う
の
が
現
実
だ
。
ま

た
﹁
本
当
で
は
無
い
ビ
デ
オ
を

作
る
の
は
今
の
道
具
を
使
え
ば

簡
単
だ
﹂
と
研
究
者
は
言
っ
て

い
る
。
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

間
に
さ
ら
に
多
く
の
間
違
っ
た

情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
る
。

　
間
違
っ
た
情
報
が
広
が
る

と
、
政
治
的
な
問
題
が
起
る
可

能
性
が
高
く
な
る
。
例
え
ば

2
0
2
0
年
の
ア
メ
リ
カ
の
大

統
領
選
挙
で
、
ト
ラ
ン
プ
は

11
月
の
選
挙
は
、﹁
盗
ま
れ
た
﹂

か
ら
自
分
が
負
け
た
と
言
っ

た
。
こ
の
嘘
が
広
が
っ
て
し
ま

っ
て
、
ト
ラ
ン
プ
に
投
票
し
た

人
々
が
国
会
議
事
堂
の
建
物
を

攻
撃
し
た
。
驚
く
こ
と
に
、
イ

プ
ソ
ス
の
世
論
調
査
に
よ
る
と

ア
メ
リ
カ
国
民
の
12
％
の
人
々

が
、
国
会
議
事
堂
を
攻
撃
し
の

は
、
左
翼
の
ア
ン
テ
ィ
フ
ァ
だ

と
思
っ
て
い
る
と
い
う
。
も
っ

と
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
共
和

党
員
の
10
％
し
か
こ
の
攻
撃

は
、
共
和
党
の
せ
い
で
あ
る
と

認
め
て
い
な
い
の
だ
。
こ
の
実

例
か
ら
、
間
違
っ
た
情
報
が
国

全
体
を
混
乱
さ
せ
る
恐
ろ
し
さ

を
感
じ
た
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法

は
、
研
究
者
で
も
ま
だ
分
か
っ

て
い
な
い
。
情
報
を
探
す
時

に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ひ
と
つ

し
か
読
ま
な
か
っ
た
ら
、
情
報

が
間
違
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
だ
か
ら
ひ
と
つ
以
上
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
読
む
こ
と
が
大

事
だ
。
し
か
し
、
検
索
し
た
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
の
っ
て
い
る
情

報
が
全
部
間
違
っ
て
い
る
場
合

も
あ
る
。

 

　
次
に
、
ミ
ー
ム
と
呼
ば
れ

る 

イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
上
で
流
行

っ
て
い
る
画
像
の
場
合
は
、
そ

の
ミ
ー
ム
を
検
索
し
て
、
本
当

の
ミ
ー
ム
と
見
せ
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
で
も
ほ
と
ん
ど

の
人
は
本
当
の
ミ
ー
ム
を
検
索

し
な
い
。
最
後
に
、
動
画
を

作
る
た
め
に
必
要
な
道
具
を

持
っ
て
い
な
く
て
も
誰
で
も

偽
動
画
を
作
る
事
が
で
き
る
。

I
n
V
I
D
と
い
う
ビ
デ
オ
を

確
か
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
え

ば
ビ
デ
オ
が
偽
動
画
か
簡
単

に
見
つ
け
る
事
が
で
き
る
が
、

I
n
V
I
D
を
知
っ
て
い
る
人

は
少
な
い
。

 

間
違
っ
た
情
報
は
幾
ら
で
も

あ
る
。
た
だ
し
、
気
を
付
け
て

行
動
し
て
判
断
す
れ
ば
間
違
っ

た
情
報
が
広
が
る
の
を
止
め
る

一
歩
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　︵
滞
米
15
年
︶

　
宿
題
な
ん
て
、
き
ら
い
で
す
。

　
げ
ん
地
校
の
友
だ
ち
は
全
ぜ

ん
宿
題
を
や
っ
て
い
な
い
し
、

遊
ん
で
ば
か
り
い
る
の
を
知
っ

て
い
ま
す
。

　
ほ
習
校
で
は
、
毎
週
た
く
さ

ん
宿
題
が
出
ま
す
。
終
わ
ら
な

い
と
遊
べ
ま
せ
ん
。
で
も
、
ぼ

く
は
や
る
気
に
な
る
ま
で
に
、

と
て
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

ウ
ロ
ウ
ロ
し
た
り
、
ど
こ
か
が

い
た
く
な
っ
た
り
、
か
ゆ
く
な

っ
た
り
、
兄
の
じ
ゃ
ま
を
し
た

り
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。﹁
宿
題
な
ん
て
時
間
の
む

だ
。﹂
と
言
っ
て
、
母
を
お
こ

ら
せ
た
り
、
悲
し
ま
せ
た
り
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　
で
も
、
ぼ
く
は
知
っ
て
い
ま

す
。
も
し
宿
題
を
し
な
い
と
、

せ
っ
か
く
習
っ
た
こ
と
を
わ
す

れ
て
し
ま
う
し
、
ど
う
せ
後
で

や
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、

つ
ら
く
な
る
の
は
自
分
で
す
。

　
や
る
気
が
出
て
こ
な
い
時
、

ぼ
く
は
音
楽
を
聞
い
た
り
、
少

し
休
み
時
間
を
と
っ
て
、
大
き

な
ビ
ー
ズ
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
上
で

ね
っ
転
が
っ
て
言
葉
遊
び
を
考

え
ま
す
。
母
が
お
う
え
ん
し
て

く
れ
る
と
、
や
る
気
が
出
ま
す
。

あ
と
、
宿
題
の
後
に
ど
の
ゲ
ー

ム
を
し
よ
う
か
考
え
る
の
も
、

早
く
や
ろ
う
と
い
う
気
に
な
り

ま
す
。

　
ぼ
く
の
し
ょ
う
来
の
ゆ
め

は
、
う
ち
ゅ
う
ひ
行
し
で
す
。

自
分
の
目
で
う
ち
ゅ
う
を
見
て

み
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
う
ち

ゅ
う
人
が
い
る
か
知
り
た
い
で

す
。

　
う
ち
ゅ
う
ひ
行
し
に
な
る
に

は
、
べ
ん
強
は
ぜ
っ
対
ひ
つ
よ

う
だ
し
、
け
ん
こ
う
か
ん
理
も
、

ス
ポ
ー
ツ
も
き
か
い
の
し
ゅ
う

理
も
、
色
々
な
こ
と
が
出
来
な

い
と
だ
め
で
す
。
地
球
の
代
表

と
し
て
、
立
ぱ
な
人
が
え
ら
ば

れ
る
か
ら
で
す
。
２
０
０
８
年

の
J
A
X
A
の
ぼ
集
に
は
、
千

人
が
お
う
ぼ
し
て
、
三
人
し
か

ご
う
格
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
宿
題
く
ら

い
で
あ
き
ら
め
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
宿
題
は
ま
だ
好
き
に
は
な

れ
な
い
け
れ
ど
、
ま
ず
は
文
く

を
言
わ
な
い
で
や
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

　
こ
の
作
文
を
書
く
の
も
す
ご

く
時
間
が
か
か
っ
た
け
れ
ど
、

い
や
な
こ
と
を
後
回
し
に
す
る

自
分
を
、
少
し
ず
つ
か
え
て
い

き
た
い
で
す
。

　
　
　
　︵
滞
米
８
年
２
か
月
︶

　

 ﹁
間
違
っ
た
情
報
の
真
実
﹂

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
川　

泰

　
こ
の
冬
、
友
達
の
家
を
訪
ね

る
機
会
が
多
か
っ
た
。
誕
生
会

や
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、

お
泊
ま
り
会
な
ど
テ
ー
マ
は
そ

れ
ぞ
れ
だ
っ
た
が
、
だ
い
た
い

ど
の
家
も
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り

付
け
が
し
て
あ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
人
は
多
く
が
キ
リ
ス
ト
教
徒

な
た
め
、
彼
ら
に
と
っ
て
ク
リ

ス
マ
ス
は
、
一
年
の
中
で
と
て

も
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
だ
と
い
う

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　
私
は
日
本
人
で
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
は
な
い
が
、
家
の
内
外
の

飾
り
付
け
を
し
、
ケ
ー
キ
も
食

べ
る
。
毎
年
必
ず
ツ
リ
ー
を
立

て
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
も
す

る
。
日
本
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ブ
の
日
が
最
も
盛
り
上
が
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
当
日
は
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
開
け
て
そ
れ
で
終
わ
り
、

と
い
う
感
じ
だ
。
し
か
し
ア
メ

リ
カ
は
ク
リ
ス
マ
ス
当
日
が
一

番
大
事
な
日
で
、
会
社
や
お
店

が
休
み
に
な
る
ほ
ど
だ
。
家
族

や
親
し
い
友
達
と
家
で
の
ん
び

り
過
ご
す
、
一
年
の
中
で
最
も

大
切
な
日
の
よ
う
だ
。
同
じ
く

祝
う
に
し
て
も
、
本
場
は
日
本

と
は
随
分
違
う
な
あ
と
思
う
。

　
一
方
、
私
の
イ
ン
ド
人
の
友

達
の
家
は
全
く
違
っ
た
。
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ブ
の
前
夜
に
泊
ま
り

に
誘
わ
れ
、
こ
ん
な
日
に
行
っ

て
も
い
い
の
か
な
、
と
心
配
に

な
り
な
が
ら
も
お
邪
魔
す
る
こ

と
に
し
た
。
し
か
し
家
に
は
飾

り
付
け
が
一
切
な
く
、
ツ
リ
ー

さ
え
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
夜

ど
お
し
楽
し
く
遊
び
、
明
け
方

に
眠
り
に
つ
い
た
。
わ
た
し
が

目
覚
め
た
の
が
昼
頃
で
、
友
だ

ち
は
ま
だ
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
い

た
。
そ
の
後
も
ダ
ラ
ダ
ラ
と
す

ご
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
だ
と

い
う
の
に
好
き
な
だ
け
い
て
い

い
と
言
わ
れ
、
結
局
そ
の
家
を

出
た
の
は
午
後
五
時
だ
っ
た
。

少
し
不
思
議
に
感
じ
た
の
で
そ

の
子
に
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

﹁
う
ち
は
全
然
ク
リ
ス
マ
ス
を

祝
わ
な
い
か
ら
﹂
と
言
っ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
、
ま
っ
た
く

ク
リ
ス
マ
ス
っ
ぽ
く
な
い
イ
ブ

を
過
ご
し
て
家
に
帰
り
、
そ
の

後
は
日
本
風
に
ク
リ
ス
マ
ス
を

祝
っ
た
。

　
今
回
の
こ
と
で
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
は
ど

の
家
で
も
ク
リ
ス
マ
ス
は
祝
う

も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
祝

う
か
祝
わ
な
い
か
は
、
宗
教
や
、

そ
の
家
の
考
え
方
に
も
関
係
し

て
く
る
よ
う
だ
。
色
々
な
ク
リ

ス
マ
ス
が
経
験
で
き
、
興
味
深

い
冬
休
み
だ
っ
た
。

　
　
　
　︵
滞
米
３
年
10
か
月
︶

　
　
　
□
　
　
□
　
　
□

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

 ●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には
全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生
活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。
●文字数＝1000字（400字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長2000字まで。●写真を必ず添えて、
住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名、E メールアドレスを明記のこと。

 ●郵送先： NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.　Attn : Sakubun

             71 West 47th Street #1205, New York, NY 10036

＊ E メールでの応募も受付開始しました。スキャンした作文（PDF) または
Word 原稿に写真データと上記応募規定にある個人情報を添えて 

nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

 主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

と
何
を
想
像
す
る
だ
ろ
う
。
お
洒
落
な
キ
ッ
チ

ン
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や
カ
ー
テ
ン
の
生
地
を
選
ん

だ
り
す
る
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
イ
ン
テ
リ

ア
・
デ
ザ
イ
ン
・
ク
ラ
フ
テ
ッ
ド
の
坂
岡
秋
野

さ
ん
に
よ
る
と
そ
れ
は
﹁
住
ま
い
の
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
人
の
希
望
を
現
実

化
し
、
健
康
的
で
住
み
や
す
い
環
境
を
作
る
手

伝
い
を
す
る
こ
と
﹂
だ
そ
う
だ
。

　
ま
ず
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
。
ど
ん
な
問
題
点
が

現
在
使
っ
て
い
る
空
間
に
あ
る
の
か
を
分
析

し
リ
ス
ト
に
ま
と
め
る
。

　
そ
の
後
に
デ
ザ
イ
ン
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
プ

レ
ゼ
ン
で
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
住
人
と
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
の
方
向
性
が
合
っ
て
い

る
か
ど
う
か
確
認
す
る
。
上
の
写
真
が
プ
レ

ゼ
ン
の
例
。
平
面
図
︵Floor Plan

︶
と
展

開
図
︵E

levation

︶
と
立
体
図
︵
３
Ｄ
︶。

口
頭
で
説
明
し
て
も
想
像
つ
か
な
い
こ
と

が
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
。

平
面
図
で
は
ど
ん
な
サ
イ
ズ
の
家
具
が
ス
ペ

ー
ス
に
は
ま
る
か
、
通
路
が
十
分
あ
る
か
な

ど
が
、
一
目
で
わ
か
る
。
展
開
図
で
は
、
絵

画
や
鏡
な
ど
を
壁
に
下
げ
る
と
き
に
、
大
き

さ
や
位
置
関
係
が
分
か
り
や
す
く
見
れ
る
。

　
し
っ
か
り
と
計
画
し
て
行
わ
れ
た
デ
ザ
イ

ン
は
あ
と
で
予
算
節
約
に
繋
が
る
。
デ
ザ
イ

ン
せ
ず
に
工
事
を
始
め
る
と
、
工
事
中
に
問

題
が
次
々
と
起
こ
り
、
無
駄
な
出
費
や
工
事

会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

単
な
る
修
理
や
工
事
で
は
な
く
、
オ
シ
ャ
レ

で
使
い
や
す
く
な
る
デ
ザ
イ
ン
で
問
題
を
解

決
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
問
い
合
わ
せ
は

電
話
　
９
１
７
・
７
２
０
・
３
７
１
７
、
Ｅ
メ

ー

ル
　akino@

interiordesigncrafted.
com

　
秋
野
さ
ん

︵
素
材
提
供
・
イ
ン
テ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
・

ク
ラ
フ
テ
ッ
ド
︶

インテリアデザイナーに頼む

単
な
る
工
事
、
修
理
を
超
越
し
た
改
装

工
費
節
約
し
て
住
み
や
す
い
環
境
を

バッテリージャンプ
車のトランクに一台

　氷点下の路上駐車で朝、
車のエンジンをかけようと
思ってバッテリーが凍結し
たり上がってしまっている
ことは厳冬のニューヨーク
で誰もが一度や二度は経
験する。トランクにこの
バッテリージャンプチャー
ジャーがあれば怖いものな
し。雪原や山中でも安心。
STANLEY J5C09 Porta-
ble Power Station Jump 
Starter: 
価格　$112.34 
www.amazon.com

ソーラー発電ランプ

電源ない場所で威力

　停電になったり、山奥や人里離
れた場所で長期に過ごす場合、電
源のない場所でどう灯を確保する
か。乾電池がなくなればおしまい
では心細い。電源、パソコン、乾
電池、ソーラー発電板、そして自
家発電機能のクランクシャフトが
頭についている携帯ランプ。もち
ろん夏のキャンプにも使える。吊
るして、足を出してスタンドにし
ても使える。光は蛍光色ではない、
暖かな白熱球の２段階調節機能。
価格　$69
Goal Zero Lighthouse 600 
Camping Lantern, 600-Lumen 
Solar LED Lantern

土砂降りでも
天国の履き心地

　雪道を革靴で歩くことほど
悲劇はない。一発で皮がダメ
になり高級シューズもドタ靴
に。そんな時は勤め先にも一
足、 ゴ ム 長 靴 を キ ー プ し て
お く と 突 然 の 大 雪、 大 雨 に
も対策万全。写真は英国製の
HUNTER BOOTS。 市 販 さ
れているゴム長靴ではおそら
く世界最高の履き心地だろう。
泥沼も雪道も天国を歩いてい
るような気分。価格はサイズ
により異なる。写真は、男性
ものでサイズ９
価格 $164.95
www.amazon.com

http://www.amazon.com
http://www.amazon.com
mailto:commercial@redacinc.com
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コ
ロ
ナ
禍
に
﹁
風
の
ま
ま

に
﹂
の
連
載
を
中
断
し
、
ま
た

再
開
で
す
。
自
分
自
身
の
生
き

た
証
し
に
と
書
き
ま
す
。
私
は

佐
賀
県
唐
津
市
に
次
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
す
。
父
は
大
連
で
母

は
釜
山
と
両
親
は
日
本
の
外
地

に
生
ま
れ
育
っ
た
日
本
人
。
母

 
梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

39

波
瀾
万
丈
こ
そ
人
生
の
醍
醐
味

の
郷
里
の
唐
津
で
引
揚
げ
者
同

士
で
結
婚
し
ま
す
。
小
学
生
５

年
生
の
時
に
は
父
の
宝
石
販
売

業
が
倒
産
。
一
家
は
離
散
し
ま

す
。
私
は
海
の
家
に
暮
ら
し
ま

す
。
美
し
い
唐
津
城︵
舞
鶴
城
︶

の
下
で
学
び
舎
の
県
立
唐
津
東

高
等
学
校
の
裏
手
で
す
。
そ
の

高
校
３
年
生
の
12
月
に
49
歳
で

父
は
突
然
他
界
し
ま
す
。
私
は

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
早
稲

田
大
学
の
二
部
︵
夜
間
部
︶
社

会
学
部
と
明
治
学
院
大
学
一

部
︵
昼
間
部
︶
法
学
部
を
受
験

し
ま
す
。
夜
間
学
部
の
合
否
も

確
か
め
ず
に
一
部
の
明
治
学
院

大
学
を
選
び
ま
す
。
そ
れ
で
も

昼
夜
働
く
母
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
ま
す
。
し
か
し
東
京
の
物

価
は
違
い
自
分
の
稼
ぎ
で
東
京

の
私
立
大
学
に
行
か
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
学
生
運
動
の
激
し
い

時
代
で
す
、
以
後
は
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
、
狂
乱
物
価
、
そ
の
後

に
バ
ブ
ル
時
代
、
バ
ブ
ル
崩

壊
、
神
戸
大
震
災
、
オ
ウ
ム
事

件
、
東
北
大
震
災
な
ど
を
経
験

し
な
が
ら
自
営
業
の
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
と
し
て
40
年
で
す
。
そ
し

て
今
コ
ロ
ナ
感
染
の
到
来
。
日

本
の
新
し
い
カ
ル
チ
ャ
ー
の
花

や
音
楽
で
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ

ー
を
糧
に
世
界
で
の
社
会
貢
献

無
料
招
待
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
し
か
し
第
10
回
目
の
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
〜kajikis 

artist show
 

〜
も
こ
こ
２
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
全
て
延
期
で

す
。
文
字
通
り
﹁
０
﹂
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。
そ
れ
で
も
ス

タ
ッ
フ
維
持
や
拠
点
は
銀
座
に

有
り
、
す
で
に
20
年
で
す
。
資

金
も
枯
渇
す
る
な
か
、
私
は
昨

年
12
月
半
ば
﹁
帝
国
ホ
テ
ル
東

京
﹂
で
７
回
目
の
〜kajikis 

artist show
 

〜
を
開
催
し
ま

す
。
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
や
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
、
ホ
ノ
ル
ル
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
パ
リ
の
パ
レ

ス
ベ
ル
サ
イ
ユ
や
国
連
ユ
ネ
ス

コ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
で
の

無
料
招
待
イ
ベ
ン
ト
も
こ
れ
か

ら
の
目
処
が
立
ち
ま
せ
ん
。
梶

木
の
梶
は
﹁
風
﹂。
木
は
﹁
気
﹂。

梶
木
は
︻
風
気
︼
の
事
。
岐
阜

に
見
つ
け
た
梶
木
神
社
の
名
前

で
調
べ
る
と
ネ
ッ
ト
に
そ
う
書

か
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
風
穴
を

開
け
突
破
口
が
開
く
か
？
そ
れ

に
備
え
衰
え
る
体
力
、
気
力
、

知
力
そ
し
て
組
織
力
を
備
え
て

風
が
吹
く
の
を
待
つ
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
は
人
生
の
醍
醐

味
で
す
。
波
瀾
万
丈
こ
そ
が
人

生
で
す
。
年
頭
に
梶
木
神
社
に

新
婚
の
息
子
夫
婦
と
お
参
り
し

ま
す
。
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
て

再
び
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
花
と

芸
術
の
普
及
に
更
な
る
展
開
を

計
画
し
ま
す
。
そ
こ
は
自
ら
も

新
し
い
風
を
起
こ
す
し
か
有
り

ま
せ
ん
。

︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
︶

NY・NJ・CT

ストーム到来

　
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ー
ク
ル
Ｎ

Ｙ
州
知
事
は
、
大
雪
、
強
風
、

吹
雪
の
可
能
性
を
見
越
し
28

日
金
曜
午
後
8
時
に
非
常
事

態
宣
言
を
発
令
し
た
。
翌
朝

の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
20

セ
ン
チ
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ

ネ
デ
ィ
国
際
空
港
で
32
セ
ン

チ
の
積
雪
が
あ
っ
た
。
週

末
は
３
日
間
で
航
空
便
が

４
９
０
０
便
欠
航
と
な
っ
た

ほ
か
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
で
は
、
12
万
を
超
え
る
企

業
や
住
宅
が
停
電
し
た
。

除雪された後もほとんど車が走っていないマジソン街（29 日正午すぎ）

kajiki’s show 帝国ホテル  ( 花と着物 )

mailto:emishoga@danielgale.com
http://kiku-ny.com
tel:2122136069
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.nykoshin.com
https://interiordesigncrafted.com/
http://www.furumoto.com
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北
ア
メ
リ
カ
大
陸
と
南
ア
メ

リ
カ
大
陸
の
境
に
位
置
す
る

﹁
パ
ナ
マ
共
和
国
﹂
。
パ
ナ
マ
と

言
わ
れ
て
思
い
つ
く
こ
と
と
言

え
ば
、
パ
ナ
マ
運
河
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
日
本
は
パ
ナ
マ

運
河
の
第
4
利
用
国
の
た
め
、

聞
い
た
こ
と
の
あ
る
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
観
光
と
し

て
は
あ
ま
り
印
象
深
い
イ
メ
ー

ジ
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
は
観
光
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
国
の
一
つ
で
す
。

　
小
さ
な
国
で
す
が
、
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
遺
産
に
も
5
か
所
登

録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
全
体
の

63
％
の
土
地
は
森
林
に
覆
わ
れ

て
い
る
た
め
、
国
内
に
は
た
く

さ
ん
の
保
護
区
や
国
立
公
園
が

存
在
し
、
通
常
で
あ
れ
ば
年
中

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

COVID-19

の
現
状

　
パ
ナ
マ
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
み
、
長
く
続
い
て
い
た
外

出
規
制
も
徐
々
に
解
除
さ
れ
、

観
光
客
の
受
け
入
れ
を
再
開
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
閉
鎖

し
て
い
た
博
物
館
な
ど
も
週
末

に
限
り
営
業
を
再
開
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
パ
ナ
マ
入
国
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、

Ｅ
Ｍ
Ａ
、
そ
し
て
Ｆ
Ｄ
Ａ
で
承

認
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
渡
航
14
日
前
ま
で
に
3
回
完

了
し
て
い
る
こ
と
︵Johnson 

&
 Johnson

の

場

合

は

２

回
︶
、
も
し
く
は
入
国
72
時
間

前
以
内
に
受
け
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
も
し

く
は
抗
原
検
査
の
陰
性
結
果
を

提
示
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
陰
性
結
果

を
持
っ
て
い
な
い
旅
行
者
は
空

港
で
テ
ス
ト(

実
費)

を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

パ
ナ
マ
へ
の
フ
ラ
イ
ト
前
に
宣

誓
供
述
書
を
航
空
会
社
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。な
お
、

国
内
で
は
マ
ス
ク
着
用
が
必
須

で
す
の
で
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
で
は
、
パ
ナ
マ
の
観
光
名
所

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

１　

パ
ナ
マ
運
河

　
パ
ナ
マ
観
光
の
目
玉
と
言
え

ば
、
世
界
的
に
有
名
で
人
気
の

あ
る
運
河
見
学
。
パ
ナ
マ
運
河

を
観
光
で
き
る
2
つ
の
方
法
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
1
つ
目

は
、博
物
館
を
訪
問
す
る
方
法
。

パ
ナ
マ
シ
テ
ィ
か
ら
一
番
近
い

の
が
、
太
平
洋
側
の
﹁
ミ
ラ
フ

ロ
ー
レ
ス
閘
門
﹂
に
あ
る
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
す
。
運
河
の

歴
史
や
周
辺
に
生
息
し
て
い
る

生
き
物
、
通
る
船
の
種
類
や
大

き
さ
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
テ
ラ
ス
か
ら
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
式
に
上
下
し
な
が
ら
太
平

洋
と
カ
リ
ブ
海
を
行
き
来
す
る

船
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

壁
ス
レ
ス
レ
に
通
過
し
て
い
く

大
型
船
を
間
近
で
見
る
と
、
思

わ
ず
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
感
動
す

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
カ
リ
ブ

海
側
の
拡
張
運
河
に
建
て
ら
れ

た
ア
グ
ア
ク
ラ
ラ
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
で
は
、
旧
閘
門
と
は
異

な
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

お
り
、
さ
ら
に
大
き
な
船
が
通

過
す
る
と
こ
ろ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
2
つ
目
は
、
実
際
に

運
河
を
通
っ
て
み
る
方
法
で

す
。
観
光
客
用
の
船
に
乗
っ
て

ミ
ラ
フ
ロ
ー
レ
ス
閘
門
や
ガ
ト

ゥ
ン
閘
門
を
通
過
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
見
て
い
る
だ
け
で

は
物
足
り
な
い
方
や
運
河
マ
ニ

ア
、
船
好
き
の
方
に
お
す
す
め

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
す
。

︵
運
行
日
時
、
ル
ー
ト
は
要
事

前
確
認
︶

２　

サ
ン
ブ
ラ
ス
諸
島

　
パ
ナ
マ
シ
テ
ィ
か
ら
陸
路
で

約
2
時
間
、
山
を
越
え
谷
を
越

え
て
行
く
と
手
付
か
ず
の
自
然

が
残
る
﹁
サ
ン
ブ
ラ
ス
諸
島
﹂

が
現
れ
ま
す
。
自
治
区
と
し
て

パ
ナ
マ
の
先
住
民
﹁
グ
ナ
族
﹂

が
生
活
し
て
お
り
、
彼
ら
が
ボ

ー
ト
で
島
々
を
案
内
し
て
く
れ

ま
す
。
好
き
な
島
で
泳
い
だ
り

ビ
ー
チ
を
楽
し
ん
だ
り
、
昼
食

に
は
海
で
採
れ
た
新
鮮
な
魚
介

類
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
特
に
肉
厚
で
食
べ
応
え
の

あ
る
名
産
物
の
ロ
ブ
ス
タ
ー
は

ぜ
ひ
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
み
ま
し

ょ
う
！

　
さ
ら
に
、
島
の
中
に
は
グ
ナ

族
が
生
活
し
て
い
る
村
や
学
校

な
ど
も
あ
る
の
で
、
昔
な
が
ら

の
生
活
様
式
や
現
代
に
必
要
な

ユ
ニ
ー
ク
な
工
夫
、
彼
ら
の
伝

統
で
あ
る
刺
繍
﹁
モ
ラ
﹂
に
つ

い
て
な
ど
、
グ
ナ
族
の
生
活
や

文
化
に
つ
い
て
も
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

３　

ボ
ケ
テ

　
パ
ナ
マ
で
は
コ
ー
ヒ
ー
産
業

も
有
名
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
世
界
で
最
も
高

値
を
付
け
ら
れ
て
い
る
﹁
ゲ
イ

シ
ャ
コ
ー
ヒ
ー
﹂
は
パ
ナ
マ
が

産
地
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー

ヒ
ー
農
園
が
存
在
す
る
﹁
ボ
ケ

テ
﹂
で
、
ぜ
ひ
色
々
な
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
み
比
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
パ
ナ
マ
は
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
も
有
名
で
、
中
で
も

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
を
魅
了

す
る
国
の
一
つ
で
も
あ
り
、
国

内
で
は
９
９
５
種
の
鳥
が
観
察

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も

ボ
ル
カ
ン
火
山
に
登
っ
た
り
、

川
や
温
泉
を
楽
し
ん
だ
り
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

４　

ボ
カ
ス
デ
ル
ト
ロ

　
パ
ナ
マ
シ
テ
ィ
と
は
全
く
異

な
っ
た
雰
囲
気
が
流
れ
る
﹁
ボ

カ
ス
﹂
で
は
、
ま
さ
に
カ
リ
ビ

ア
ン
ラ
イ
フ
を
満
喫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ボ
カ
ス
デ
ル
ト

ロ
に
は
10
の
メ
イ
ン
の
島
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
は
異
な
り

ま
す
が
、
ど
の
島
も
美
し
く
輝

く
ラ
ム
ネ
色
の
海
に
は
心
身
と

も
に
癒
や
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
ア
フ
リ

カ
か
ら
の
奴
隷
の
文
化
と
先
住

民
の
文
化
が
調
和
さ
れ
、
食
文

化
や
音
楽
に
お
い
て
も
パ
ナ
マ

シ
テ
ィ
と
は
少
し
異
な
っ
た
町

観
光
や
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
人
気
の

カ
リ
ブ
海
諸
国
。
人
気
の
カ
ン

ク
ン
以
外
に
も
、
特
色
の
異
な

る
さ
ま
ざ
ま
国
々
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
カ
リ
ブ
海
の
中
で
お

気
に
入
り
の
国
を
見
つ
け
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
？

★
一
部
の
方
を
除
き
、
海
外
か

ら
ア
メ
リ
カ
に
入
国
す
る
日
本

人
を
含
む
全
て
の
外
国
籍
の
方

(

米
国
市
民
・
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
保
持
者
除
く)

は
、
搭
乗
前

に
検
査
証
明
書
に
加
え
ワ
ク
チ

ン
接
種
完
了
証
明
書
の
提
示
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
滞
在
時
の
連
絡
先
に
関

す
る
情
報
を
、
渡
航
前
に
各
航

空
会
社
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
記
事
作
成
時
の
情
報
と
な
り

ま
す
の
で
、
最
新
情
報
は
各
公

式
機
関
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
現
在
地
域
に
よ
り
移
動
制
限

等
が
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
各
州
の
最
新
情
報
や
現
地

大
使
館
・
総
領
事
館
か
ら
の
安

全
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

︵
旅
行
会
社 

ア
ム
ネ
ッ
ト 

バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
／
テ
ー
マ
パ
ー
ク

デ
ス
ク
︶amnet-usa.com

大
自
然
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
貿
易
大
国
﹁
パ
ナ
マ
﹂

美
し
い
自
然
か
ら
大
都
会
ま
で
楽
し
め
る
中
米
の
南
国
リ
ゾ
ー
ト

 第 423 回

　
２
０
０
５
年
3
〜
9
月
に
開

催
さ
れ
た
﹁
愛
・
地
球
博
︵T

he 
2005 W

orld E
xposition, 

A
ichi, Japan

︶﹂
に
は
、
当
時

私
も
一
般
客
と
し
て
入
場
し
て

楽
し
み
ま
し
た
が
、
そ
の
長
久

手
会
場
跡
地
︵
愛
知
県
長
久
手

市
︶
は
、
現
在
﹁
愛
・
地
球
博

記
念
公
園
︵
愛
称
モ
リ
コ
ロ
パ

ー
ク
︶﹂
と
し
て
一
般
公
開
さ

れ
て
お
り
、
先
日
16
年
ぶ
り
に

訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

　﹁
自
然
の
叡
智
﹂
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
、﹁
地
球
大
交
流
﹂
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
日
本
の
万
博

史
上
最
多
の
１
２
０
を
超
え
る

国
々
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た

愛
・
地
球
博
の
長
久
手
会
場
は
、

起
伏
に
富
ん
だ
地
形
で
、
改
変

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に

空
中
回
廊
﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
ル
ー

プ
﹂
で
ひ
と
つ
で
結
ば
れ
、﹁
グ

ロ
ー
バ
ル
ル
ー
プ
﹂
を
歩
い
て

一
周
す
れ
ば
、
会
場
全
体
を
見

渡
せ
な
が
ら
、
世
界
の
パ
ビ
リ

オ
ン
を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
愛
・
地
球
博
記
念
公

園
に
は
、
会
期
中
に
人
気
を
博

し
た
サ
ツ
キ
と
メ
イ
の
家
︵
映

画
﹃
と
な
り
の
ト
ト
ロ
﹄
に
登

場
す
る
サ
ツ
キ
と
メ
イ
の
家
を

映
画
の
ま
ま
を
再
現
し
た
も
の

施
設
︶
や
、
東
海
地
方
最
大
級

の
高
さ
を
誇
る
大
観
覧
車
の
ほ

か
、
大
芝
生
広
場
や
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
場
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ

ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
一
日
中
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　﹁
愛
・
地
球
博
記
念
館
﹂
は
、

博
覧
会
の
開
催
を
記
念
し
、
博

覧
会
の
感
動
を
呼
び
起
こ
す
と

と
も
に
そ
の
理
念
と
成
果
を
後

世
に
伝
え
、
未
来
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
施
設
と
し
て
、
会
期
中

は
迎
賓
館
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
で
あ
っ
た
建
物
を
活
か
し

て
作
ら
れ
ま
し
た
。
展
示
は
外

国
パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
か
ら
の
寄

贈
物
や
、
開
催
当
時
の
チ
ケ
ッ

ト
、
関
係
者
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、

接
客
業
務
を
担
当
し
て
い
た
ロ

ボ
ッ
ト
﹁
ア
ク
ロ
イ
ド
﹂、
会

場
内
を
走
っ
て
い
た
自
転
車
タ

ク
シ
ー
な
ど
３
０
０
点
以
上
の

展
示
物
が
あ
り
、
当
時
の
貴
賓

室
は
そ
の
ま
ま
保
存
・
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
式
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
モ
リ
ゾ

ー
＆
キ
ッ
コ
ロ
の
グ
ッ
ズ
な
ど

も
数
多
く
展
示
さ
れ
、
特
定
日

に
は
モ
リ
ゾ
ー
と
キ
ッ
コ
ロ
が

登
場
す
る
そ
う
で
す
。

　
愛
・
地
球
博
は
、
当
初
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
海
上
︵
か
い

し
ょ
︶
地
区
︵
愛
知
県
瀬
戸

市
︶
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
オ
オ
タ
カ
の
営
巣
が
発
見

さ
れ
、
会
場
の
跡
地
利
用
と
し

て
宅
地
造
成
の
新
住
宅
市
街
地

開
発
事
業
や
道
路
建
設
を
セ
ッ

ト
で
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て

﹁
万
博
を
隠
れ
蓑
に
し
た
土
地

開
発
事
業
﹂
で
あ
る
と
す
る
反

対
運
動
が
起
き
ま
し
た
。
生
態

系
を
尊
重
す
る
市
民
団
体
な
ど

の
要
望
を
受
け
入
れ
、
メ
イ
ン

会
場
を
愛
知
青
少
年
公
園
︵
長

久
手
会
場
︶
に
変
更
し
、
万
博

の
テ
ー
マ
を
﹁
技
術
・
文
化
・

交
流
―
新
し
い
地
球
創
造
﹂
か

ら
﹁
自
然
の
叡
智
︵N

ature's 
W

isdom

︶﹂
と
変
更
し
、
よ
り

環
境
問
題
と
市
民
参
加
を
前
面

に
打
ち
出
す
事
と
な
っ
た
と
い

う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
開
催
当
時
、
瀬
戸
会
場
に
あ

っ
た
﹁
瀬
戸
愛
知
県
館
﹂
は
、

現
在
﹁
あ
い
ち
海
上
の
森
セ
ン

タ
ー
︵
愛
称
：
ム
ー
ア
カ
デ
ミ

ー
︶﹂
と
い
う
海
上
の
森
の
保

全
と
活
用
の
取
組
、
森
林
や
里

山
に
関
す
る
学
習
と
交
流
の
拠

点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、

展
示
ス
ペ
ー
ス
、
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
、
研
修
室
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
隣
接
し
て
遊
歩

施
設
が
整
備
さ
れ
、
自
然
の
中

に
平
安
時
代
中
期
の
古
窯
︵
登

り
窯
︶
を
保
存
、展
示
し
た
﹁
窯

の
歴
史
館
﹂
や
、
繭
玉
広
場
、

物
見
の
丘
な
ど
が
あ
り
、
自
然

と
の
調
和
が
万
博
の
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

愛・地球博
記念館

https://www.amnet-usa.com/
http://op-ed.jp
tel:7182684956
https://www.amnet-usa.com/
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EVENT　 
■ NYC・ウィンターアウティング＝ 2/13 ま
で　ホリデーシーズンが終わり、観光客の
減少とともにオフシーズンとなったニュー
ヨーク市内のさまざまなディスカウント・
キャンペーンがスタート。「ホテルウィーク」
はマンハッタン・ミッドタウンを中心に市
内 112 軒のホテルが参加。「ブロードウエー
ウィーク」と「マストシーウィーク」は、１
枚の値段で 2 枚のチケットが入手出来るチャ
ンス。「レストランウィーク」は 2 コース
のランチまたは 3 コースのディナーが $29、
$39、$59 に 設 定 さ れ て 実 施 中。 詳 細 は
https://www.nycgo.com/nyc-winter-outing
■ NY ファッションウィーク・2022 〜 23
年秋冬＝ 2/11 〜 16　SPRING STUDIOS（50 
Varick St.）毎年春と秋に開催される、デザ
イナーやブランドなどが最新作を発表する
ファッション業界の恒例イベント。今回も 1
日に 10 以上のランウェイショーとデジタル
リリース、あわせて 60 以上のブランドの新
作が発表される。
詳細は https://nyfw.com

ONLINE CLASS/SEMINAR
■外務省国際機関人事センター主催「2022
年度 JPO 試験説明会」＝ 2/6・2/19　JPO
派遣制度は国際機関が各国の若手人材を受
け入れる制度。募集対象は開発・人権・教育・
保健・平和構築・IT・広報、人事等の分野で
活躍する 35 歳以下の日本人。3 月 7 日まで
の応募要項について詳しく説明する。参加
費無料だが要事前登録。
詳細は https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/
■日本クラブ主催「アイビーリーグの入り
方（最新動向）」＝ 2/10　19:00　講師は作
家・ジャーナリストでプリンストン日本語
学校高等部ディレクターの冷泉彰彦氏。米
国名門大学の入試制度について最新の動向
に触れながら、日本人、日系人がアイビー
校をはじめとする米名門大学に出願・入学
する際の留意点について具体的に説明する。
参加費無料。
詳細は https://www.nipponclub.org
■ジャパン・ソサエティー主催「マンガと
アニメで繋がる世界」＝ 2/15　19:00　ジャ
パン・ソサエティー（JS）のリビング・ト
ラディションシリーズ、オンラインセミナー

第 5 弾（最終回）。漫画家で株式会社ミクシィ
のコンテンツ・プロダクション・グループマ
ネージャーを務めるジュリア・メクラー氏、

『ジャパナメリカ 日本発ポップカルチャー革
命  』著者のローランド・ケルツ氏を迎え、
マンガ・アニメ業界の現状や最新トレンド、
技術革新について話しを聞く。セミナー言
語は英語。参加費無料だが要事前登録。
詳細は https://www.japansociety.org/
■クイック USA 主催「パイソン無料体験」
＝ 2/16　20:00 ＆ 21:00　プログラミング言
語 Python（パイソン）初心者のためのオン
ラインクラス。2/28 から開始する本コース
の前に実際のプログラミングを体験し、質
問に答えるもの。参加費無料だが要事前予
約。詳細は https://www.919usa.com

MUSIC
■木村伶香能ラ
イブ＆オンライ
ン コ ン サ ー ト
＝ ラ イ ブ 2/13, 
14:00 Center for 
Remember ing 
a n d  S h a r i n g , 
White Room(123 
4th Ave #3, New 
York, NY) 入 場
料 $30。 オ ン ラ
イ ン 2/27 20:00
〜 3/3 23:30 ま
で。 料 金 $20 
箏・三味線演奏
家の木村伶香能
に よ る 日 本 音
楽 コ ン サ ー ト
シ リ ー ズ の 22
回。スペシャル
ゲストに、笛・太鼓奏者として活躍する渡
辺薫。チケット購入・問い合わせは info@
yokoreikanokimura.com

　
現
在
、
市
内
で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
施
中
の
﹁
ホ
テ
ル
ウ
ィ
ー

ク
﹂﹁
レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
ィ
ー
ク
﹂

﹁
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
ウ
ィ
ー
ク
﹂

﹁
マ
ス
ト
シ
ー
ウ
ィ
ー
ク
﹂
が

終
了
す
る
２
月
13
日
の
翌
日
、

14
日
︵
月
︶
か
ら
27
日
︵
日
︶

ま
で
、
今
度
は
﹁
オ
フ
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
ウ
ィ
ー
ク
﹂
が
ス
タ

ー
ト
す
る
。

　
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
ウ
ィ
ー
ク

と
同
様
に
１
枚
の
値
段
で
２
枚

の
チ
ケ
ッ
ト
が
購
入
で
き
る
年

に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
。﹁
ス
ト

ン
プ
﹂
や
﹁
ブ
ル
ー
マ
ン
﹂、

オ
フ
に
移
っ
た
﹁
ジ
ャ
ー
ジ
ー

ボ
ー
イ
ズ
﹂
の
ほ

か
、
ウ
エ
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
の
プ
レ
イ

ヤ
ー
ズ
劇
場
で
毎

週
月
曜
に
行
わ
れ

て
い
る
オ
フ
で
最

も
長
く
続
く
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
﹁
マ

ン
デ
ー
・
ナ
イ
ト

マ
ジ
ッ
ク
﹂
な
ど
、

14
の
シ
ョ
ー
が
参

加
し
て
い
る
。

　
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

トhttps://
w

w
w

.n
y

c
g

o
.

com

を
参
照
。

Stom
p Photo:Steve M

cN
icholas

　
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ポ
ッ
プ
と

呼
ば
れ
た
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
︵
１
９
５
８
〜
２
０
０
９

年
︶
の
半
生
を
歌
と
ダ
ン
ス
で

描
い
た
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
﹁
Ｍ
Ｊ
・
ザ
・
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
﹂
が
２
月
１
日
、
ニ

ー
ル
・
サ
イ
モ
ン
劇
場
︵
西

52
丁
目
２
５
０
番
地
︶
で
初

公
演
を
迎
え
た
。
同
日
午
後

５
時
過
ぎ
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ

ト
で
主
演
俳
優
の
マ
イ
レ
ス
・

フ
ロ
ス
ト
が
報
道
陣
の
前
に

姿
を
現
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー

は
、
１
９
９
２
年
に
行
わ
れ

た
﹁
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
・
ツ
ア
ー

︵D
an

g
erou

s T
ou

r

︶﹂
の

開
始
前
ま
で
遡
り
、
そ
の
頃
の

マ
イ
ケ
ル
に
焦
点
を
当
て
た
も

の
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
２
６
６

曲
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
25

曲
を
ラ
イ
ブ
形
態
で
魅
せ
る
。

　
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
を
2

度
受
賞
し
た
リ
ン
・
ノ
ッ
テ
ー

ジ
に
よ
る
本
を
題
材
に
、
ト
ニ

ー
賞
受
賞
者
で
あ
る
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ウ
ィ
ー
ル
ド
ン
が
監

督
と
振
付
を
担
当
。﹁
ビ
ー
ト

イ
ッ
ト
﹂﹁
ビ
リ
ー
ジ
ー
ン
﹂﹁
ス

ム
ー
ス
ク
リ
ミ
ナ
ル
﹂
な
ど
の

大
ヒ
ッ
ト
曲
や
舞
台
用
に
ア
レ

ン
ジ
さ
れ
た
曲
も
盛
り
込
み
、

舞
台
上
だ
け
で
な
く
舞
台
裏
の

顔
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
フ
ァ

ン
待
望
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
だ
。

ポ
ッ
プ
の
王
様

Ｍ
Ｊ
始
ま
る

オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
も

２
人
で
１
人
分
に

初公演前にレッドカーペットを歩く主演俳優のマイレス・フロスト（１日午後５時、写真・三浦良一）

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://www.japansociety.org/
https://www.919usa.com
https://www.nycgo.com/nyc-winter-outing
https://nyfw.com
https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/
https://www.nipponclub.org
https://www.samuraimama.com/
https://www.nycgo.com
https://nyseikatsu.com/gallery/
tel:2122136069
https://artofhaiku.org/
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週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

http://www.nyseikatsu.com
https://shopnyseikatsu.com/
https://america-keitai.com/



